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出水期を前に十分な “ 備え ” を

消防・防災

梅雨期は大雨による災害の発生しやすい時期です。大雨や台風シーズンを控え、
自然災害から身を守るには、日頃の備えと早めの準備が必要です。

災害への日頃の備えを災害への日頃の備えを
　近年の豪雨災害では、「逃げ遅れ」が原因で亡
くなる方が多くいます。災害時に逃げ遅れないよ
うに、各世帯に配布した防災ハザードマップを活
用して、身の回りで起こり得る災害の危険性を認
識し、適切なタイミングで避難できる準備をして
おくことが大切です。
　防災ハザードマップには、大雨時の浸水想定や
土砂災害が発生しやすい場所を記載しています。
　自宅や勤務先周辺における災害の危険性を確認
し、避難するタイミングや場所について、家族で
話し合う機会をつくりましょう。

わが家の避難計画を立てようわが家の避難計画を立てよう
　「わが家の避難計画」は、風水害や地震の発生
に備えて、一人ひとりの家族構成や生活環境をふ
まえて、事前に作る各世帯の避難計画です。
　防災ハザードマップで自宅や勤務先に起こり得
る水害や土砂災害の危険性を確認し、大規模な災
害を想定して、自身や家族が取るべき行動につい
て、あらかじめ整理しておくことが重要です。
　特に、連絡方法や避難所の場所などを家族で事
前に決めておくことで、いざというときに慌てず、
安全に避難行動を取ることができるようになりま
す。日頃から家族で話し合い、もしもに備え、「わ
が家の避難計画」を立てておきましょう。

◆総務課危機管理防災係　☎２１４―２２６３

令和元年東日本台風　水路からの越水のようす
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♨︎

高
山
村
み
ら
い
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

本
年
も
、お
得
な
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を

７
月
17
日（
月
・
祝
）か
ら
販
売
し
ま
す
！

行
財
政
運
営

商
工
業　

　

村
政
運
営
の
方
向
性
を
示
す
計
画
の

最
上
位
に
位
置
付
け
て
い
る
第
六
次
高

山
村
総
合
計
画
（
令
和
２
年
度
～
令
和

11
年
度
）
の
前
期
基
本
計
画
が
、
令
和

６
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
た
め
、
そ

の
後
の
５
か
年
の
後
期
基
本
計
画
を
本

年
度
か
ら
２
か
年
か
け
て
策
定
し
ま
す
。

こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
村
民
の

皆
さ
ま
の
視
点
に
よ
る
新
た
な
意
見
や

発
想
等
を
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ

く
た
め
、「
高
山
村
み
ら
い
ビ
ジ
ョ
ン

会
議
」
を
設
置
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
会
議
に
参
画
し
て
い

た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ま

の
村
の
未
来
に
対
す
る
思
い
を
村
政
に

活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
会
議
の
概
要

　

後
期
基
本
計
画
の
原
案
を
策
定
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、子
育
て
、福

祉
、産
業
振
興
、Ｄ
Ｘ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

推
進
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
関
す
る

協
議
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。会

議
は
令
和
５
年
度
で
３
回
、
令
和
６

年
度
で
２
回
程
度
開
催
す
る
予
定
で

す
。

　

高
山
村
商
工
会
で
は
、
地
域
の
消
費

拡
大
や
消
費
喚
起
を
目
的
に
プ
レ
ミ
ア

ム
分
が
20
％
付
い
た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
」
を
発
売
し
ま
す
。

　

村
内
商
店
で
の
日
常
生
活
用
品
の
お

買
い
物
や
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、
土
木
・

設
備
改
修
、
家
電
購
入
、
車
整
備
、
理

美
容
、
家
族
で
の
食
事
や
温
泉
宿
泊
な

ど
に
幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
販
売
総
額

　

９
千
万
円

▼
利
用
総
額

　

１
億
８
０
０
万
円

▼
購
入
限
度

　

１
世
帯
に
つ
き
25
万
円
ま
で

▼
販
売
及
び
利
用
開
始
日

　

７
月
17
日
（
月
・
祝
）
〜

▼
利
用
期
限

　

令
和
６
年
１
月
16
日
㈫
ま
で

　

※
利
用
開
始
日
か
ら
６
か
月
間

▼
応
募
方
法

　
「
高
山
村
み
ら
い
ビ
ジ
ョ
ン
会
議 

委
員
応
募
用
紙
」
に
ご
記
入
の
う
え
、

７
月
31
日
㈪
ま
で
に
役
場
総
務
課
企

画
政
策
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く

か
、
役
場
総
務
課
窓
口
で
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
要
件

①
応
募
時
点
で
高
山
村
に
住
所
の
あ

る
方

②
平
成
20
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方

③
募
集
人
員
は
お
お
む
ね
20
名
と
し

ま
す
。

④
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
年
齢
構

成
等
を
考
慮
の
う
え
選
考
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
総
務
課
企
画
政
策
係

　

☎
２
１
４
︱
２
２
６
３

◆
高
山
村
商
工
会
事
務
局

　

☎
２
４
８
―
０
５
８
２

◆
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
９
６

▼
販
売
場
所

高
山
村
商
工
会
館
・
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
・
ス
パ
イ
ン
を
予
定
。
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YOU游ランド30周年Goolight高山村開局20周年×

〒382-0077 長野県須坂市北横町1295-1
お問い合わせ ☎ 026-246-1222 E-mail : info@goolight.co.jp

信州高山ふるさと感謝祭実行委員会

主　催 協　力 高山村商工会／信州高山村観光協会／高山村教育委員会共　催 株式会社Goolight高山村

ふるさとブース
・GOOD MOUNTAINS
・信州たかやまワイナリー
・なべ家
・信州山肉プロジェクト
・村の小さなピザ屋さん 和
・よっちゃん農園
・高山村の平飼い卵 むらたま
・ブラジルパステル　　 ほか

ダ・カーポスペシャルコンサート 「長谷川綾」ステージ

須坂市出身のバンドグループ

（プロフィール）1973年「夏の日の忘れもの」でデビュー。
 「野に咲く花のように」など数々のヒット曲の他、童謡、
フォークソング、世界の名歌集のカヴァーなど幅広い
レパートリーを持つ。 2008年榊原麻理子が加入。
2023年8月にデビュー50周年を迎える。

世代を超えて根強い人気をもつ
ダ・カーポの歌声をお楽しみください！

Goolight たかやまチャンネルで放送中の
番組「輝き！ムラビト図鑑」テーマソング
「輝きを見た僕らは」など「長谷川綾」魂
の歌声をお聞きください！

※撮影会の参加には整理券が必要です
※9時50分から先着順で整理券を配布

・藤沢鉄筋
・高山キッズJr.ダンス

写真撮影会開催！

一緒に写真を撮ろう！

©やなせたかし／フレーベル館・TMS・NTV

 13:00〜

①１０:２０〜
②１４:３０〜

１2:1０〜

12:0０〜 30組限定

6.25 10:00-15:00

高山村ゆうゆう広場
（YOU游ランド内）

※駐車場に限りがありますので、自家用車でのご来場はご遠慮ください。なお村内を巡回する会場までのシャトルバスを運行する予定です。
※荒天の場合は中止とさせていただきます。

入場
無料

2023

日

それいけ！アンパンマン
ミニショー

キッズステーションPresents

①１1:4０〜 ②１４:1０〜

開場／9:30

地元で活躍するグループのステージ

じもステ！

地域活性化
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共
に
創
ろ
う　

未
来
の
高
山
村

行
財
政
運
営

令
和
６
年
度
採
用
予
定

令
和
６
年
度
採
用
予
定

  

高
山
村
職
員
採
用
試
験
実
施
の

高
山
村
職
員
採
用
試
験
実
施
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

令
和
６
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の

村
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
試
験
区
分
及
び
採
用
人
員

　

上
級
（
行
政
）
…
…
若
干
名

　

初
級
（
事
務
）
…
…
若
干
名

　

上
級
（
栄
養
士
）
…
若
干
名

▼
受
験
資
格

　

上
級
（
行
政
）

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
４
年
制
大
学
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
す
る
方

　　

初
級
（
事
務
）

平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
高

校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
方

　

上
級
（
栄
養
士
）

平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
、
管
理
栄
養
士
免
許
を

有
す
る
方
（
令
和
５
年
度
末
ま
で

に
当
該
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み

の
方
を
含
む
）

▼
受
付
期
間

　

６
月
１
日
㈭
～
７
月
31
日
㈪

　
▼
申
込
方
法

　

職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書（
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
る
様

式
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
受

付
期
間
内
に
持
参
ま
た
は
郵
送（
７
月

31
日
消
印
有
効
）に
よ
り
、
総
務
課
総

務
係
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
日
及
び
内
容
等

　

第
１
次
試
験

　
　

９
月
17
日
㈰

　
　
　

受
付　

午
前
８
時
15
分
～

　
　
　

試
験　

午
前
９
時
～

　

上
級
（
行
政
）

筆
記
試
験
（
教
養
・
専
門
・
事
務

適
性
・
職
場
適
応
性
）

　

初
級
（
事
務
）

筆
記
試
験
（
教
養
・
事
務
適
性
・

職
場
適
応
性
）

　

上
級
（
栄
養
士
）

筆
記
試
験
（
教
養
・
専
門
・
事
務

適
正
・
職
場
適
応
性
）

　

第
２
次
試
験

第
１
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通
知

し
ま
す
。

▼
試
験
会
場

　

高
山
村
役
場

▼
採
用
時
期

　

令
和
６
年
４
月
１
日
予
定

　

試
験
区
分
ご
と
の
、
受
験
案
内
や
申

込
書
に
つ
い
て
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
総
務
課
総
務
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
４
３
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安全・確実な消火活動のために
高山村消防団

消防・防災

　６月４日㈰、高山小学校グラウンドで、消防技術訓練を実施しました。この訓練は、消防団員の日頃の訓練成果
を発表するとともに、火災現場等で、安全かつ確実な消火活動を行うために必要な技術習得を目的に実施したもの
で、消防団員 100 名が参加し、小型ポンプ操法とラッパ吹奏訓練を行いました。

　また、本年は、訓練の実施にあわせて、消防活動への関心を深めていただくため、消防車・救急車等の車両展示
や煙体験および初期消火体験コーナーを設置したほか、児童・園児を対象とした写生会を開催し、子どもたちに参
加していただきました。

「救急車を呼んだのに消防車が来た！」　ＰＡ連携による出動にご理解ください「救急車を呼んだのに消防車が来た！」　ＰＡ連携による出動にご理解ください
　須坂市消防署では、一人でも多くの人命を、より安全に、より早く救うことを目的に、状況により救急現場に自
動体外式除細動器（AED）などの応急処置用の資器材を積載した消防隊が救急隊と共に出動し、相互に連携して救
急・救護活動や人命救助活動などを行う「PA 連携」による出動を実施しています。
▶ＰＡ連携により期待される効果
　同時出場する消防隊には、救急処置に必要な酸素吸入器や人工呼吸器などの救急資器材が積載されており、また、
救急技術の資格者が１名以上乗車することから消防隊による救護処置はもちろんのこと、心肺停止状態の傷病者に
対する救命処置も可能です。こうした消防隊の救護能力を活かした連携活動により、今後は傷病者の救出・救護処
置がこれまで以上に素早く、確実に行われることとなります。
※ PA 連携とは、ポンプ車（Pumper）と救急車（Ambulance）双方の頭文字の PA です。

◆総務課危機管理防災係　☎２１４―２２６３

小型ポンプ操法訓練のようす

消防車両展示のようす

ラッパ吹奏訓練のようす

初期消火体験のようす 絵を描く子どもたち
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熱
中
症
は
予
防
が
大
切
で
す
！

結
核
検
診
の
お
知
ら
せ

健　

康

健　

康

▼
暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う

◦
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
使
用
す
る

等
、
部
屋
の
温
度
調
節
を
す
る
。

◦
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、
打
ち

水
を
利
用
し
、
涼
し
く
す
る
。

◦
暑
い
日
の
時
間
帯
は
無
理
を
し
な
い
。

◦
日
傘
や
帽
子
を
着
用
し
、
涼
し
い

服
装
に
す
る
。

◦
急
に
暑
く
な
っ
た
日
等
は
特
に
注

意
す
る
。

▼
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う

◦
の
ど
が
渇
く
前
に
水
分
補
給
を
す
る
。

◦
１
日
あ
た
り
1.2
リ
ッ
ト
ル
を
目
安

に
す
る
（
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
は
糖
分

が
多
い
た
め
、
飲
み
す
ぎ
に
注
意
）。

◦
大
量
に
汗
を
か
い
た
時
は
塩
分
も

忘
れ
ず
に
補
給
す
る
。

▼
日
頃
か
ら
体
調
管
理
を
し
ま
し
ょ
う

◦
日
頃
か
ら
体
温
測
定
、健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
行
う
。

◦
体
調
が
悪
い
と
感
じ
た
時
は
、
無

理
せ
ず
自
宅
で
静
養
す
る
。

▼
実
施
日
時

　

６
月
28
日
㈬
・
6
月
29
日
㈭

　

６
月
30
日
㈮
の
３
日
間

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
実
施
場
所

　

各
地
区
の
公
会
堂
な
ど

▼
持
ち
物

結
核
検
診
受
診
券
（
通
知
か
ら
切
り

取
っ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

▼
対
象
者

　

本
年
度
65
歳
以
上
に
な
る
方
で
、

２
月
の
検
診
希
望
調
査
で
村
の
検
診

を
受
け
る
と
希
望
さ
れ
た
方
が
対
象

で
す
。

　

な
お
、
４
月
に
実
施
し
た
肺
が
ん

検
診
を
受
け
た
方
、
人
間
ド
ッ
ク
受

診
予
定
の
方
、
個
別
に
医
療
機
関
で

レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
ら
れ
た
方
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
熱
中
症
予
防
の
為
の
食
事

　

夏
場
は
食
が
細
く
な
り
、
そ
う
め

ん
の
よ
う
な
も
の
だ
け
食
べ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
が
、
そ
う
め
ん
は
炭
水

化
物
で
す
の
で
体
は
疲
れ
る
一
方
で

す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
ビ
タ
ミ

ン
B1
は
、
豚
肉
や
豆
腐
、
味
噌
な
ど

の
大
豆
製
品
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
の
で
、
一
緒
に
食
べ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▼
冷
感
バ
ン
ド
を

70
歳
の
方
に
配
布
し
ま
す

　

冷
感
バ
ン
ド
と
は
ス
カ
ー
フ
を
３

～
５
分
程
度
水
に
浸
し
膨
ら
ま
せ
、

首
に
巻
い
て
使
用
す
る
も
の
で
す
。

　

本
年
度
70
歳
に
な
る
方
に
配
布
し

ま
す
の
で
熱
中
症
予
防
に
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
、乳
幼
児
、障
が
い
者
の
方
々

は
、
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
の
で
十
分

に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
―
１
２
０
２

▼
注
意
事
項

　

当
日
の
上
半
身
の
服
装
は
、
金
属
・

ボ
タ
ン
・
派
手
な
柄
プ
リ
ン
ト
の
な

い
無
地
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
１
枚
を
着
用
し
、

ネ
ッ
ク
レ
ス
等
は
外
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
受
診
券
及
び

お
知
ら
せ
を
通
知
し
ま
し
た
の
で
、
記

載
さ
れ
て
い
る
日
時
・
場
所
で
必
ず
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
検
診
受
診
後
、
精
密
検
査
が
必
要
に

な
る
方
に
は
改
め
て
通
知
し
ま
す
。

◆
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
―
１
２
０
２

65
歳
以
上
の
方
は
、
１
年
に
１
度
は
結
核
検
診
を
受
け
る
よ
う

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

令
和
５
年
度
保
険
料
額
の
決
定
と

被
保
険
者
証
更
新
の
お
知
ら
せ

保
険
・
年
金

保
険
料
額
の
決
定
通
知
書
の
送
付

保
険
料
額
の
決
定
通
知
書
の
送
付

　

令
和
５
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

保
険
料
額
の
「
決
定
通
知
書
」
を
今

後
普
通
徴
収
と
な
る
方
に
は
７
月
中
旬

に
「
納
入
通
知
書
」
と
と
も
に
、
特
別

徴
収
と
な
る
方
に
は
９
月
下
旬
に
「
特

別
徴
収
開
始
通
知
書
」
と
と
も
に
お
送

り
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
徴
収
方
法
は
、
原
則
と
し

て
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
が
、
条
件
に

あ
て
は
ま
る
方
は
申
出
書
の
提
出
に
よ

り
、
口
座
振
替
に
よ
る
支
払
い
に
変
更

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
方
は
、
役
場
住
民
税
務
課
生
活
環

境
係
の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
普
通
徴
収
と
は

現
金
納
付
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る

納
入
方
法

　

現
金
納
付
の
方
で
口
座
振
替
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
口
座
振
替
依
頼
書

を
住
民
税
務
課
生
活
環
境
係
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

①に該当する方用②に該当する方用

▼
特
別
徴
収
と
は

　

年
金
か
ら
差
し
引
く
方
法

　

10
月
か
ら
新
た
に
特
別
徴
収
に
な

る
方
は
、
９
月
ま
で
は
普
通
徴
収
の

方
法
で
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療

新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証

被
保
険
者
証

　

８
月
１
日
か
ら

お
使
い
い
た
だ

く
新
し
い
保
険

証
（
だ
い
だ
い
色
）

を
７
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
令
和

４
年
中
の
収
入
及

び
所
得
に
基
づ
き
、
医
療
費
の
窓
口
負

担
割
合
（
３
割
か
ら
１
割
）
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

医
療
費
の
一
部
負
担
金

医
療
費
の
一
部
負
担
金

（
窓
口
負
担
）
割
合

（
窓
口
負
担
）
割
合

▼
負
担
割
合
が
３
割
に
な
る
方

　

村
民
税
課
税
標
準
額
が
１
４
５
万

円
以
上
の
被
保
険
者
の
方
及
び
同
一

世
帯
の
被
保
険
者
の
方

　

３
割
の
方
で
、
所
得
状
況
等
が
一

定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
方
は
、
２

割
ま
た
は
１
割
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。（
該
当
さ
れ
る
方
に
は
通
知
し

ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。）

▼
負
担
割
合
が
２
割
に
な
る
方

○
世
帯
内
に
被
保
険
者
が
１
人
の
場
合

　

村
民
税
課
税
標
準
額
が
28
万
円

以
上
か
つ
公
的
年
金
収
入
額
と
そ

の
他
の
合
計
所
得
金
額
の
合
計
が

２
０
０
万
円
以
上
の
方

○
世
帯
内
に
被
保
険
者
が
２
人
以
上

い
る
場
合

　

世
帯
内
の
被
保
険
者
で
、
村
民

税
課
税
標
準
額
が
最
大
の
方
の
そ

の
額
が
28
万
円
以
上
か
つ
世
帯
内

の
被
保
険
者
全
員
の
公
的
年
金
収

入
額
と
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額

の
合
計
が
３
２
０
万
円
以
上
の
方

及
び
同
一
世
帯
の
被
保
険
者
の
方

▼
負
担
割
合
が
１
割
に
な
る
方

　

３
割
ま
た
は
２
割
以
外
の
方
。

限
度
額
適
用
・

限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

入
院
又
は
高
額
な
外
来
治
療
を
受
け

る
場
合
、
世
帯
の
所
得
等
に
よ
っ
て
自

己
負
担
限
度
額
や
入
院
時
の
食
事
代
負

担
額
が
異
な
り
ま
す
。

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、

入
院
時
等
に
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担

金
や
食
事
代
負
担
額
を
減
額
さ
れ
た
額

で
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
有
効
期
限
が
７
月
31

日
ま
で
の
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
て
い

て
、
引
き
続
き
対
象
に
な
る
方
に
は
申

請
を
省
略
し
、
７
月
下
旬
に
新
し
い
認

定
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

入
院
又
は
高
額
な
外
来
治
療
を
受
け

る
予
定
が
あ
る
方
で
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
、
事
前
に
申
請
方
法
等
に

つ
い
て
役
場
住
民
税
務
課
生
活
環
境
係

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

対
象
と
な
る
方
は
次
の
①
ま
た
は
②

に
該
当
す
る
方
で
す
。

①
本
人
及
び
同
一
世
帯
の
全
員
が
村

民
税
非
課
税
の
方

②
「
現
役
並
み
所
得
者
」
で
課
税
標

準
額
が
１
４
５
万
円
か
ら
６
９
０

万
円
未
満
ま
で
の
方

◆
住
民
税
務
課
生
活
環
境
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
６
７

８月１日より
（だいだい色）

見  本

見  本
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知
っ
て
く
だ
さ
い「
認
知
症
」

不
妊
治
療
費
の
助
成
を
し
ま
す

福
祉
の
ひ
ろ
ば

少
子
化
対
策

認
知
症
と
は

認
知
症
と
は

　

病
気
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
脳
の

働
き
に
不
具
合
が
生
じ
、
生
活
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
状
態
を
認
知
症
と
い

い
ま
す
。

　

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
得
る
も
の
で
、

正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

村
民
の
皆
さ
ま
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
を

定
期
的
に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
今
回

は「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
」で
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

▼
発
症
ま
で

　

長
い
年
月
を
か
け
て
脳
に
異
常
な

た
ん
ぱ
く
質
が
溜
ま
る
こ
と
に
よ
り
、

神
経
細
胞
が
破
壊
さ
れ
、
脳
が
委
縮

し
て
発
症
し
ま
す
。

村
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

村
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

　

村
で
は
、
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る

方
が
、
安
心
し
て
治
療
に
専
念
で
き
る

よ
う
、
不
妊
治
療
の
費
用
を
一
部
助
成

し
ま
す
。

▼
対
象
者

◦
村
に
１
年
以
上
住
所
を
有
し
て
い

る
夫
婦

◦
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

▼
助
成
金
額

　

不
妊
治
療
に
係
る
医
療
費
の
自
己

負
担
額
（
年
額
50
万
円
ま
で
）

▼
助
成
対
象
外
経
費

◦
国
、
県
等
の
助
成
制
度
で
助
成
さ

れ
る
治
療
費

◦
健
康
保
険
法
等
で
給
付
を
受
け
る

額
（
高
額
療
養
費
制
度
等
）

◦
食
事
療
養
標
準
負
担
額

◦
文
書
料
、
個
室
料
、
不
妊
治
療
に

直
接
関
係
な
い
も
の

▼
申
請
方
法

　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
健
康
福

祉
課
窓
口
に
次
の
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
郵
送
も
可
）。

①
不
妊
治
療
費
助
成
金
交
付
申
請
書

②
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
医
師
証
明

書
③
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
医
療
費
等

証
明
書

▼
症　

状

　

記
憶
障
害
（
物
忘
れ
）
か
ら
始
ま

る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
朝
食
に
何
を
食
べ
た
っ
け
？
」
と

↑健康な脳

↑委縮した脳

体
験
し
た
こ
と
が
部
分
的
に
思
い
出

せ
な
い
の
は
加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
で

す
が
、
認
知
症
の
記
憶
障
害
は
食
事

を
し
た
こ
と
自
体
が
記
憶
か
ら
抜
け

落
ち
ま
す
。
見
当
識
障
害
（
場
所
や

時
間
や
人
物
が
分
か
ら
な
く
な
る
症

状
）
も
比
較
的
早
い
段
階
か
ら
現
れ

ま
す
。
季
節
感
の
な
い
服
を
着
て
い

た
り
、
慣
れ
た
道
で
も
迷
っ
た
り
し

て
し
ま
う
の
は
、
見
当
識
が
薄
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。

▼
村
内
の
状
況

　

本
村
の
要
介
護
認
定
者
に
お
け
る

有
病
状
況
で
は
、
県
内
他
市
町
村
と

比
較
し
て
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
が
多
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。（
令
和
４
年
度
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
シ
ス
テ
ム
よ
り
）

▼
「
お
や
？
」
と
思
っ
た
ら

　

認
知
症
は
早
い
段
階
か
ら
適
切
な

医
療
や
介
護
と
つ
な
が
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ご
自
身
や
ご
家
族
等
で
心

配
な
症
状
が
あ
る
場
合
、
ま
ず
は
か

か
り
つ
け
医
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
２
︱
１
２
０
３

④
不
妊
治
療
費
助
成
金
交
付
請
求
書

⑤
高
額
療
養
費
限
度
額
適
用
認
定
証

の
写
し

⑥
県
不
妊
治
療
助
成
事
業
交
付
決
定

通
知
書
の
写
し
（
県
助
成
対
象
者

の
み
提
出
）

　

①
～
④
の
書
類
は
、
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
内
健
康
福
祉
課
窓
口
ま

た
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で

き
ま
す
。

▼
申
請
締
切

　

令
和
６
年
３
月
29
日
㈮

※
本
年
度
、
申
請
予
定
の
方
は
令
和

６
年
１
月
末
ま
で
に
保
健
予
防
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

長
野
県
不
妊
治
療
助
成
事
業

長
野
県
不
妊
治
療
助
成
事
業

　

県
で
行
っ
て
い
る
助
成
事
業
は
、
県

へ
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
︱
１
２
０
２
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「ずく」だして健康な身体を手に入れよう
～ ＋ 10（プラス・テン）1 日 10 分 から始めよう ～

健　康

チャオルとＹＯＵ游ランド周辺に新しいウォーキングコースができましたチャオルとＹＯＵ游ランド周辺に新しいウォーキングコースができました

◆健康福祉課保健予防係　☎２４２―１２０２

歩く前に必ずストレッチをしましょう。
水分補給をしましょう。
体調の悪い時は休みましょう。

　普段から元気に身体を動かすことで、糖尿病、心臓病、脳卒中、がん、筋骨格系疾患、うつ病、認知症など多く
の病気を予防できると言われています。厚生労働省では、１日の歩数目標を男性 9,000 歩（65 歳以上は 7,000 歩）、
女性 8,500 歩（65 歳以上は 6,000 歩）としています。まずは、今よりも少し「ずく」を出して、10 分多く体を動か
してみませんか。

日常生活で「ずく」出して　日常生活で「ずく」出して　＋＋
プラステンプラステン

1010　　（プラス 10 分）（プラス 10 分）

　➡ 買い物をするときは、お店の出口から遠いところに車を駐車する。
　➡ まめに掃除する。
　➡ テレビを見ながらストレッチ、スクワットなど

「ずく」だしてウォーキングを始めて　「ずく」だしてウォーキングを始めて　＋＋
プラステンプラステン

1010　　（プラス 10 分）（プラス 10 分）

慣れてきたらさらに　慣れてきたらさらに　＋＋
プラステンプラステン

1010　　（プラス 10 分）（プラス 10 分）

　いつでもどこでも気軽にできます。ゆっくり景色を楽しみながら歩くだけでも十分ですが、正しい姿勢で歩幅を
大きくして歩くと、さらに運動効果があがります。階段や坂道をウォーキングコースに入れると、筋肉や骨の強化
にも効果的です。

目線は前

腕を大きく振る

普段より
少し歩幅を大きく

肘を直角に曲げる

肘を後ろに引き上げ
るように意識する

足先で地面をけるかかとから着地する

チャオルウォーキングコース YOU 游ウォーキングコース

　村では、村民の皆さまに気軽にウォーキングを楽し
んでいただけるよう、チャオルとＹＯＵ游ランドに
ウォーキングコースを作りました。チャオルコースは
１周約１km、ＹＯＵ游コースは１周約 800m となっ
ています。コースが分かりやすいよう看板が設置して
あり、四季折々の景色を楽しみながら歩けるコースで
す。詳しくは、別紙のウォーキングマップをご覧くだ
さい。



11 2023.6 .15 広報

私
有
林
の
間
伐
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
！

村
の
安
全
を
守
る

林　

務

地
域
の
安
全

　

森
林
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
山

地
災
害
の
防
止
、
水
源
の
か
ん
養
、
自

然
環
境
の
保
全
な
ど
、
多
面
的
な
機
能

を
有
し
て
お
り
、
私
た
ち
が
暮
ら
し
て

い
く
う
え
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
持

つ
貴
重
な
財
産
で
す
。

　

村
で
は
、
私
有
林
の
間
伐
を
促
進
す

る
た
め
、
林
業
団
体
及
び
林
業
を
営
む

皆
さ
ん
に
、
間
伐
や
植
林
等
に
係
る
標

準
経
費
の
一
部
に
対
す
る
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

　

◦
森
林
組
合

　

◦
森
林
所
有
者
等
で
構
成
す
る
団
体

▼
補
助
対
象
面
積

　

０
・
05‌

ha
以
上

▼
補
助
対
象
経
費
・
補
助
率

　

◦
間
伐
�����




10
分
の
９
以
内

　

◦
搬
出
間
伐
���


２
分
の
１
以
内

　

◦
植
林
等
����



10
分
の
８
以
内

　

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
早
め
に
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

高
山
駐
在
所
の
皆
さ
ん

高
山
駐
在
所
の
皆
さ
ん

　

高
山
村
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
皆
さ
ま
を
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
高
山
村
駐
在
所
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

村
の
安
全
の
た
め
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
高
山
村
警
察
官
駐
在
所　

☎
２
４
５
―
２
３
４
９

◆
須
坂
警
察
署　
　
　
　
　

☎
２
４
６
︱
０
１
１
０

◆
産
業
振
興
課
林
務
地
籍
調
査
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
９
６

森
林
づ
く
り
・
活
用
事
業
補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

間伐後 間伐前

伊藤　雄介 巡査

◦高山村駐在所３月に着任
　近年増加しているインター
ネットトラブルをはじめ、ネッ
ト被害を防げるよう、取り組
んでいきたいと思っています。
　高山村に来たばかりで分か
らないことも多いので、村民
の皆さん色々と教えてくださ
い。よろしくお願いします。

行田　博之 巡査部長

◦高山村駐在所勤務３年目
　詐欺被害が県全体でも増加
しています。巡回連絡などで
注意喚起し、詐欺被害を減ら
し、皆さんが安全に暮らして
いける村にするため、頑張り
ます。皆さんのご協力もよろ
しくお願いします。

◦プロも訪れるスキー場
◦食べ歩きなど散策したい

◦奥山田の紅葉
◦駐在所からの昼夜の景色

高山村で行きたい場所・気になっている場所
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令
和
４
年
度
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
事
業
実
施
状
況

令
和
４
年
度
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
交
付
金
の
活
動
状
況

農　

業

農　

業

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
は
、

農
家
と
非
農
家
の
方
が
、
共
同
で
地
域

の
農
村
の
原
風
景
や
自
然
環
境
を
次
世

代
へ
引
き
継
ぎ
、
美
し
い
農
村
風
景
を

維
持
し
て
い
く
た
め
の
活
動
を
支
援
す

る
事
業
で
す
。

　

令
和
４
年
度
で
は
、
各
活
動
組
織
が

こ
の
交
付
金
を
活
用
し
て
、
農
道
や
水

路
の
施
設
点
検
な
ど
の
維
持
管
理
の
ほ

か
、
環
境
整
備
や
遊
休
農
地
を
利
用
し

た
景
観
作
物
の
栽
培
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
美
し
い
農
村

の
原
風
景
を
守
る
た
め
の
活
動
は
、
農

家
だ
け
で
な
く
景
観
条
例
を
制
定
し
た

村
と
村
内
に
暮
ら
す
住
民
す
べ
て
の
課

題
と
し
て
関
心
を
持
ち
、
皆
さ
ま
の
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事

業
は
、
急
傾
斜
な
ど
に
よ
り
農
業
生
産

条
件
が
不
利
な
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、

美
し
い
農
村
の
景
観
や
農
地
の
保
全
、

水
田
な
ど
が
有
し
て
い
る
水
源
か
ん
養

等
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
活
動
を

支
援
す
る
事
業
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
集
落
ご
と
の

農
地
管
理
方
法
や
役
割
分
担
を
取
り
決

め
た
協
定
を
締
結
し
、
共
同
で
活
動
に

◆
産
業
振
興
課
農
政
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
６
８

◆
産
業
振
興
課
農
政
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
６
８

赤和集落
取組内容：主に定期的な法面等の農地周辺の草

刈りや、そばの作付により、美しい
景観の維持する活動を行いました。

令和４年度 多面的機能支払交付金事業

令和４年度
中山間地域等直接支払交付金事業

活動組織数 26 組織

対象農用地面積 305.9ha
（田：119.1ha　畑：186.8ha）

活動支援交付金

1,266 万７千円
内訳
　①農地維持 730 万８千円、
　②資源向上（共同）246 万７千円、
　③資源向上（長寿命化）289 万２千円

協定集落数 21 集落

対象農用地面積 164.7ha

直接支払交付金 2,040 万 6 千円

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
で
は
、
こ
の
交
付
金
を

活
用
し
て
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
き
た

草
刈
り
、
水
田
周
辺
整
備
や
水
路
管
理

等
の
保
全
管
理
活
動
に
加
え
、
将
来
を

見
据
え
た
担
い
手
の
育
成
、
ホ
タ
ル
公

園
の
整
備
や
電
気
柵
の
張
替
な
ど
、
集

落
の
特
性
を
活
か
し
た
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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電気柵によって住宅地に侵入できないクマの様子（沖渡橋付近）

住宅地付近の農地に出没したクマの様子（牧地区）

ク
マ
の
出
没
に
注
意
！

有
害
鳥
獣

ク
マ
の
生
態

ク
マ
の
生
態

　
『
行
動
圏
』

　

単
独
で
行
動
し
「
な
わ
ば
り
」

を
持
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
30
～
１

１
０
㎞
の
範
囲
で
移
動
し
ま
す
。

　
『
か
ら
だ
』

　

体
が
柔
ら
か
く
30
㎝
四
方
の
穴

を
く
ぐ
り
抜
け
ま
す
。

　

嗅
覚
・
聴
覚
が
鋭
い
一
方
、
と

て
も
臆
病
で
す
。

　
『
食
べ
物
』

　

雑
食
性
で
、
一
度
農
作
物
や
廃

果
等
の
味
を
覚
え
る
と
、
何
度
も

同
じ
園
地
に
現
れ
、
農
作
物
を
荒

ら
す
と
と
も
に
、
人
に
危
害
を
加

え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ク
マ
の
出
没
・
被
害
を

ク
マ
の
出
没
・
被
害
を

防
ぐ
た
め
の
注
意
事
項

防
ぐ
た
め
の
注
意
事
項

▼
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル

　

山
林
に
入
る
場
合
や
山
林
近
く
で

農
作
業
を
す
る
場
合
は
、
ク
マ
と
遭

遇
す
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
前
提

に
、
ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
の
音
の
出
る

も
の
を
携
帯
し
、
周
囲
に
自
分
の
存

在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

▼
出
没
し
や
す
い
時
間
帯

　

ク
マ
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
活
動
し

ま
す
が
、
特
に
、
朝
夕
の
薄
暗
い
時

間
帯
に
盛
ん
に
活
動
し
ま
す
。

　

ク
マ
の
生
活
領
域
と
考
え
ら
れ
る

場
所
へ
行
く
場
合
は
、
朝
夕
は
特
に

警
戒
す
る
と
と
も
に
、
昼
間
で
も
ク

マ
に
遭
遇
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
農
地
の
適
正
な
管
理

　

ク
マ
は
、
人
の
目
に
つ
か
な
い
よ

う
に
行
動
す
る
習
性
が
あ
り
、
荒
れ

て
ヤ
ブ
に
な
っ
て
い
る
場
所
を
通
り
、

餌
を
求
め
て
移
動
し
ま
す
。

　

民
家
や
集
落
近
く
に
荒
れ
て
い
る

農
地
が
あ
る
と
、
ク
マ
が
出
没
す
る

危
険
が
高
ま
り
ま
す
の
で
、
草
刈
り

を
行
う
な
ど
適
切
に
農
地
を
管
理
し

ま
し
ょ
う
。

▼
出
没
し
に
く
い
環
境
づ
く
り

　

農
地
内
で
の
廃
果
の
投
棄
や
生
ご

み
の
た
い
肥
化
は
誘
因
源
と
な
る
た

め
、
畑
や
人
家
に
有
害
獣
を
近
づ
け

な
い
よ
う
、
廃
果
や
生
ご
み
は
放
置

せ
ず
、
適
切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
電
柵
の
維
持
管
理
は
有
害

獣
を
住
宅
地
に
寄
せ
付
け
な
い
、
出

没
し
に
く
い
環
境
づ
く
り
と
し
て
、

大
変
効
果
が
あ
り
ま
す
。
各
区
及
び

電
柵
維
持
管
理
組
合
の
皆
さ
ま
に
は
、

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
産
業
振
興
課
農
政
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
６
８

▼
お
願
い

　

ク
マ
の
目
撃
や
出
没
形
跡
等
の
情

報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
産
業
振

興
課
ま
で
次
の
事
項
を
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　

目
撃
し
た
場
合

連
絡
者
の
氏
名
・
連
絡
先
・
日
時
・

目
撃
場
所
・
ク
マ
の
大
き
さ
・
ク

マ
の
移
動
先

　

出
没
形
跡
を
発
見
し
た
場
合

連
絡
者
の
氏
名
・
連
絡
先
・
日
時
・

ク
マ
の
形
跡
場
所
・
被
害
状
況
（
農

作
物
等
被
害
が
あ
る
場
合
）

毎
年
６
月
か
ら
９
月
ま
で
は
、
山
林
内
で
の
餌
が
不
足
す
る
た
め
、

頻
繁
に
ク
マ
が
人
里
に
姿
を
現
し
ま
す
。
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サ
ル
の
出
没
に
注
意
！

有
害
鳥
獣

　

村
内
で
、
サ
ル
の
目
撃
情
報
が
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
農
作
物
や
生
活

環
境
に
被
害
が
及
ば
な
い
よ
う
、
次
の

こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
サ
ル
の
生
態

　

サ
ル
は
、
メ
ス
を
中
心
と
し
た
群

れ
を
つ
く
り
、
一
定
の
範
囲
で
な
わ

ば
り
を
形
成
し
つ
つ
、
周
期
的
に
移

動
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。
大

き
な
群
れ
の
場
合
、
次
の
な
わ
ば
り

へ
移
動
す
る
の
に
３
日
程
度
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ル
が
作
物
の
味
を
覚
え

る
と
、
次
第
に
作
物
に
依
存
す
る
よ

う
に
な
り
、
人
が
住
む
集
落
を
な
わ

ば
り
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
相
手
を
知
る

　

野
生
の
サ
ル
の
寿
命
は
、
お
よ
そ

25
年
で
す
。

　

サ
ル
は
運
動
能
力
が
非
常
に
高
く
、

動
き
が
素
早
い
う
え
に
、
木
に
登
り

ま
す
。
木
か
ら
木
へ
移
動
し
て
、
集

落
に
侵
入
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、群
れ
の
中
に
子
ザ
ル
が
２
頭

以
上
い
る
場
合
は
、エ
サ
が
豊
富
に
あ

る
た
め
に
頭
数
が
増
え
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。

▼
餌
を
知
る

　

人
間
の
食
べ
る
物
は
ほ
ぼ
全
て
食

べ
ま
す
（
唐
辛
子
、
ネ
ギ
な
ど
も
食

べ
ま
す
）。

　

人
間
に
と
っ
て
不
要
な
も
の
（
放

棄
・
廃
棄
さ
れ
た
柿
な
ど
の
果
樹
野

菜
等
）
も
、
サ
ル
に
と
っ
て
は
餌
と

な
る
た
め
注
意
が
必
要
で
、
サ
ル
に

集
落
で
食
事
を
す
る
習
慣
を
与
え
か

ね
ま
せ
ん
。

▼
集
落
の
対
策

　

サ
ル
が
集
落
に
住
み
つ
か
な
い
よ

う
、次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

サ
ル
に
む
や
み
に
餌
を
与
え
な
い

た
め
に
は
、
集
落
に
あ
る
廃
棄
作
物

は
畑
な
ど
に
放
置
せ
ず
、
地
中
に
埋

め
る
な
ど
、
生
ご
み
と
し
て
適
正
な

処
理
を
行
い
、
動
物
が
寄
り
付
か
な

い
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

◦
放
置
さ
れ
た
柿
や
り
ん
ご
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

◦
生
ご
み
を
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？畑に放置されたりんご

山
田
牧
場
の
一
部
区
域
を
開
放
し
ま
す

防　

疫

　

山
田
牧
場
で
は
、
未
だ
海
外
で
発
生

し
て
い
る
家
畜
伝
染
病
「
口
蹄
疫
」
の

対
策
と
し
て
、
放
牧
敷
地
内
へ
の
立
ち

入
り
を
禁
止
し
て
い
ま
す
が
、
夏
の

山
田
牧
場
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

次
の
と
お
り
放
牧
敷
地
内
の
一
部
を
開

放
し
ま
す
。

　

な
お
、
放
牧
敷
地
内
（
電
気
柵
設
置

内
）
に
立
ち
入
る
と
、
放
牧
さ
れ
て
い

る
牛
に
伝
染
病
を
感
染
さ
せ
る
だ
け
で

な
く
、
人
に
驚
い
て
襲
っ
て
く
る
危
険

性
が
あ
る
た
め
、
開
放
区
域
以
外
へ
の

立
ち
入
り
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

◆
産
業
振
興
課
農
政
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
６
８

◆
産
業
振
興
課
農
政
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
６
８

山田牧場開放区域

第２山田牧場

第１山田牧場

簡易電柵設置箇所

一部開放
エリア

有刺鉄線設置箇所
一部開放エリア
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住
宅
耐
震
診
断
・
住
宅
耐
震
補
強
工
事
の

補
助
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
建
築

消
防
・
防
災

　

地
震
が
発
生
し
、
家
屋
の
倒
壊
等
に

よ
る
被
害
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

国
で
は
、「
住
宅
や
建
築
物
の
耐
震
化

は
急
務
で
あ
る
」
と
し
て
、
住
宅
等
の

耐
震
化
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

住
宅
耐
震
化
事
業
の
対
象
と
な
る
住

宅
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
建
築

の
木
造
住
宅
で
、
地
震
に
対
す
る
建
築

物
の
構
造
に
関
す
る
安
全
性
の
評
価
を

判
定
す
る
精
密
耐
震
診
断
（
村
が
無
料

で
実
施
）
の
結
果
が
「
倒
壊
す
る
危
険

が
あ
る
」（
別
表
）
と
診
断
さ
れ
る
総

合
評
点
1.0
未
満
の
住
宅
で
す
。

　

村
で
は
、
倒
壊
す
る
危
険
が
あ
る
と

さ
れ
た
木
造
住
宅
の
補
強
計
画
の
作
成

や
補
強
工
事
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
制
度
を

ご
活
用
い
た
だ
き
、
で
き
る
限
り
早
期

に
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
工

事
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
国
及
び
県
の

補
助
制
度
が
あ
り
、
事
前
認
定
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
定
住
支
援
係

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
定
住
支
援
室
定
住
支
援
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
９
８

精密耐震診断　総合評点 判　　定
0.7 未満 倒壊、または損壊などの危険があります
0.7 以上 1.0 未満 やや危険があります
1.0 以上 1.5 未満 一応安全です
1.5 以上 安全です

補助対象 補　助　額
耐震改修工事後の総合評点が改修前の総合評
点を超え、かつ 0.7 以上となる工事

対象経費の２分の１以内
（補助限度額 100 万円）

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

税　

務

　

10
月
１
日
か
ら
、
消
費
税
の
仕
入
れ

税
額
控
除
の
方
式
と
し
て
適
格
請
求
書

等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
が

は
じ
ま
り
ま
す
。

　

適
格
請
求
書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）
を
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
適
格
請

求
書
発
行
事
業
者
に
限
ら
れ
、
こ
の
適

格
請
求
書
発
行
事
業
者
に
な
る
た
め
に

は
、
税
務
署
に
登
録
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

▼
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
特
設
サ
イ
ト

▼
イ
ン
ボ
イ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

な
お
、
税
務
署
で
は
、
定
期
的
に
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
長
野
税
務
署
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
長
野
税
務
署

　

☎
２
３
４
︱
０
１
１
１

◆
住
民
税
務
課
税
務
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
４
４

インボイスコールセンター
インボイス制度に関する一般的なご質問をお受けします

０１２０－２０５－５５３
9:00 〜17:00（土日祝除く）
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農　業

経営所得安定対策の手続きをお忘れなく！
　国では、担い手農業者の農業経営の安定につなげるため、諸外国との生産条件の格差から生ずる不利を補正す
る交付金（ゲタ対策）と、農業経営のセーフティネットとして、当年産の収入が減少した場合に、その減少額を
補てんする交付金（ナラシ対策）を交付しています。
　また、食料自給率・自給力の維持向上を図るため、麦、大豆、米粉用米など戦略作物の本作化や水田の畑地化
を推進する水田活用の直接支払交付金も交付しています。
　なお、３月下旬に農業者の皆さまに送付した本年度分の申請書類は、６月 30 日㈮が提出期限となっています
ので、手続きを済まされていない方は期限までに提出をお願いします。

経営所得安定対策の主な対象事業

《米価等が下落した際に収入を補てんする助成》《米価等が下落した際に収入を補てんする助成》
▶米・畑作物の収入減少影響緩和交付金（ナラシ対策）
　対 象 者　認定農業者、集落営農、認定新規就農者
　対象品目　米、麦、大豆、てん菜、でん粉原料用ばれいしょ
　補てん額　対象品目の当年産収入額が標準的収入額を下回った場合に、その差額の９割を補てん
　　　　　　（申請者は積立金の拠出が必要となります）

《諸外国と比べ生産条件に不利がある国産農産物に対する助成》《諸外国と比べ生産条件に不利がある国産農産物に対する助成》
▶畑作物の直接支払交付金（ゲタ対策）

※令和５年度から、消費税の課税事業者向け単価と免税事業者向け単価に分かれますので、免税事業者向けの
単価を申請する方は、収入・売上が１千万円以下であることを確認するために、２年前（令和３年）の確定
申告等の提出が必要となります。

　対 象 者　認定農業者、集落営農、認定新規就農者
　対象品目　そば、麦、大豆、てん菜、でん粉原料用ばれいしょ、なたね
　交付単価　①数量払　品質ごとに単価が定められ、出荷数量に応じて助成
　　　　　　　（例：そばの場合（円／ 45㎏）　課税事業者向け　１等級 17,180 円、２等級 15,070 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　免税事業者向け　１等級 18,010 円、２等級 15,900 円）
　　　　　　②面積払（営農継続支払）（数量払いの内金として先払いするもの）
　　　　　　　　　　　当年産作付面積に基づき交付　20,000 円／ 10a（そばについては、13,000 円／ 10a）

《水田をフル活用し、食料自給率・自給力の維持向上を図る農家等への助成》《水田をフル活用し、食料自給率・自給力の維持向上を図る農家等への助成》
▶水田活用の直接支払交付金
　対 象 者　水田で販売を目的に対象作物を生産する販売農家、集落営農
　対象作物　麦、大豆、飼料作物、加工用米、飼料用米、米粉用米、そば　等
　交付単価　①戦略作物助成　水田に戦略作物を作付け、要件を満たす販売農家等に助成
　　　　　　　　　　　　　　麦、大豆、飼料作物… 35,000 円／ 10a
　　　　　　　　　　　　　　加工用米……………… 20,000 円／ 10a
　　　　　　　　　　　　　　飼料用米、米粉用米… 55,000 円～ 105,000 円／ 10a
　　　　　　②産地交付金　　そば作付への助成…… 20,000 円／ 10a（基幹作のみで金額に変動あり）

その他アスパラガス、シャクヤク、小菊等への助成金額は、農業再生協議会にお
いて設定の手続きを行っています。

◆産業振興課農政係　☎２１４―９２６８　　◆ JA ながの高山アグリサポートセンター　☎２４５―００４５
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５月の高山分署の出動状況（５月１日～５月 31 日）

火　災 1     （3）
高山村内の火災　0 件（0）
損害額　0 千円（0 千円）
死者　0 人（0）
負傷　0 人（0）

調　査 0  （11）

救　急 27 （134）

救　助 0     （0）

※（　）内は、令和５年 1 月 1 日からの累計です。
先月号の「調査」と「救急」の出動件数に誤りがありました。
上記の件数は修正を反映した件数です。ご迷惑をおかけしましたこと
を、深くお詫び申し上げます。

〈お問い合わせ〉
◆消防情報ダイヤル（須高管内で発生した火災）
　☎２４５―１１１９
◆お問い合わせは『須坂市消防署高山分署』へ
　☎２４８―０１１９

救命講習会を実施します救命講習会を実施します
【普通救命講習Ⅰ】
　成人に対する心肺蘇生法（人工呼吸・胸骨圧迫）、
AED（自動体外式除細動器）の取り扱い方法を学び
ます。

▶日　時　７月 30 日㈰
　　　　　　午前 10 時～正午
▶場　所　高山村公民館
▶対　象　須高地域在住の方
　　　　　須高地域の事業所に勤務する方
※事前にインターネット環境によるＷＥＢ講習（e-

ラーニング）の受講が必須です。
▶定　員　10 人（先着順）
▶受講料　無料
▶申込期間
　７月３日㈪～７月 21 日㈮
▶申込方法
　電話または消防署窓口でお申し込みください。
　（受付時間　平日午前９時～午後５時）
※講習会を中止する場合は、須坂市消防本部ホーム

ページでお知らせします。

▶お申し込み・お問い合わせ
　須坂市消防署消防係　☎２４５―９１００

学校だより学校だより消 防 情 報
高山小学校

310

「楽しい！」田植え体験「楽しい！」田植え体験
　５月、５年生は地域の方の
田んぼをお借りし、田植えの
体験を行いました。最初は慎
重に苗を植えていた子どもた
ちでしたが、慣れてくると、
手際よく楽しそうに植える姿がありました。米作り
の体験を通して、農家の方のお仕事や、どのように
自分たちのもとへお米が届くのかについて学んでい
きます。

田植えの感想� ５年１組　寺内　天花
　はじめに、山口さんの説明をしっかりと聞きまし
た。苗は、えんぴつを持つような持ち方をすることや、
苗の半分ぐらいまで土に入れることを教えていただ
きました。
　次に、山口さんにお手本の田植えを見せてもらい
ました。スムーズで、とてもきれいでした。そして、
山口さんのお手本を見たあとで、自分たちが田植え
をしました。植える場所を考えて、全力で植えました。
すごく暑くて倒れそうだったけど、しっかり終われ
てよかったです。

特別な体験� ５年２組　長谷　光琉
　田植えで丁寧に楽しくできました。最初、田んぼ
を見て、すごくきれいだなぁと思いました。山口さ
んが、ぼくたちのために、八十八こある作業の田植
え前のことを一つひとつしてくれたと思うと、すご
いと思いました。
　ぼくは、話の通りにやっても最初はうまくできま
せんでしたが、やっているうちに山口さんが言って
いることがよくわかってきました。そして、きれい
に稲の先たんがピンと立つよう、どんどんうまく植
えることができました。
　田植えは、やってみると止まらないくらい楽しかっ
たです。しかも、特別な体験ができてとてもうれし
かったです。
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役
…
役　
　
場 

２
４
５
ー
１
１
０
０

チ

…
チ
ャ
オ
ル 

２
４
２
ー
１
２
０
０

ャ

…
問
い
合
わ
せ
先

問

●お知らせ

　

ゴ
ミ
な
ど
を
家
庭
で
焼
却
し
て
い
る

光
景
が
、
い
ま
だ
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

家
庭
か
ら
出
た
ゴ
ミ
を
定
め
ら
れ
た
方

法
以
外
で
焼
却
す
る
こ
と
は
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
、
指
定
さ
れ

た
方
法
に
よ
り
分
別
し
、
村
の
指
定
場

所
に
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効

果
ガ
ス
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
を
抑

制
し
、
美
し
い
景
観
や
地
域
の
良
好
な

環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

住
民
税
務
課
生
活
環
境
係

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
村

民
の
皆
様
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
水
道
料
金
の
う
ち
基
本
料

金
を
減
免
し
ま
す
。

対　

象

　

高
山
村
の
水
道
を
利
用
さ
れ
て
い

る
個
人
・
事
業
所
（
官
公
署
や
学
校

等
公
的
機
関
を
除
く
）

減
免
額

　

４
月
～
９
月
使
用
分
の
基
本
料
金

家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

物
価
高
騰
生
活
支
援
対
策

水
道
料
金
の
一
部
を

減
免
し
ま
す

第
37
回
信
州
高
山
ま
つ
り

記
念
花
火
募
集
の
ご
案
内

児
童
手
当
の
現
況
届
に
つ
い
て

　

７
月
29
日
㈯
に
、「
信
州
高
山
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
つ
り
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
し
て
最
後

を
彩
る
花
火
大
会
で
は
、
澄
ん
だ
夜
空

に
美
し
く
可
憐
な
花
火
を
打
ち
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
花
火
大
会
で
記
念
花
火
を
打
ち

上
げ
た
い
個
人
の
方
や
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ま
を
募
集
し
ま
す
。
出
生
、
結
婚
、

還
暦
の
お
祝
い
な
ど
で
、
記
念
花
火
を

打
ち
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

記
念
花
火
の
打
ち
上
げ
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
商
工
会
ま
た
は
役
場
商
工
観

光
係
窓
口
備
え
付
け
の
申
込
書（
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
事
務

局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
時
点
の

児
童
の
養
育
状
況
等
を
確
認
し
、
引
き

続
き
児
童
手
当
を
受
給
す
る
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も

の
で
す
が
、
前
年
度
か
ら
、
養
育
状
況

を
公
簿
等
で
確
認
す
る
た
め
、
現
況
届

の
提
出
が
「
原
則
不
要
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
引
き
続
き
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

①
離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居
さ
れ

て
い
る
方

②
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
等
に
よ
り
、住
民

票
の
住
所
地
が
高
山
村
と
異
な
る
方

役

問

役役

金　
　

額

　

１
口
１
万
円
よ
り

※
た
だ
し
、
単
独
打
ち
上
げ
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
１
口
10
万
円
以
上

申
込
期
限

　

６
月
27
日
㈫
ま
で

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を

　
　

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

信
州
高
山
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
）

　

☎
２
１
４
―
９
２
９
６

③
支
給
要
件
児
童
の
戸
籍
や
住
民
票
が

な
い
方

④
法
人
で
あ
る
未
成
年
後
見
人
、
施
設
・

里
親
の
受
給
者
の
方

⑤
そ
の
他
、
状
況
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
方

　

①
か
ら
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

受
給
者
の
方
は
、
例
年
の
と
お
り
現
況

届
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
６
月
30
日
㈮

ま
で
に
住
民
税
務
課
生
活
環
境
係
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
税
務
課
生
活
環
境
係

（
令
和
５
年
度
６
月
、
８
月
、
10
月
納

入
分
【
計
３
回
】）

※
口
径
13
㎜
の
場
合
は
７
７
０
円（
２

か
月
分
）
×
３
回
の
減
免
、
20
㎜

の
場
合
は
１
８
２
０
円
×
３
回
の

減
免
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
な
ど
手
続
き
は
不
要
で
す
。
５

月
・
７
月
・
９
月
の
検
針
後
に
配
布
す

る
「
上
下
水
道
量
の
お
知
ら
せ
（
レ
シ
ー

ト
）」
の
水
道
料
金
請
求
額
に
は
、
減
免

後
の
金
額
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

建
設
水
道
課
上
下
水
道
係
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第
40
回

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
を

開
催
し
ま
す

須
坂
市　
サ
マ
ー
ラ
ン
ド

７
月
15
日
か
ら
営
業
開
始

「
高
山
村
海
の
家
」を

開
設
し
ま
す

無
料
弁
護
士
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　

須
坂
市
の
須
坂
温
泉
入
口
に
あ
り
ま

す
「
サ
マ
ー
ラ
ン
ド
」
が
、
７
月
15
日

か
ら
本
年
度
の
営
業
を
開
始
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

営
業
期
間

　

昼
間　

７
月
15
日
㈯
～
８
月
20
日
㈰

　

未
来
を
つ
く
る
青
少
年
が
、
社
会
に

お
け
る
自
ら
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、

豊
か
な
社
会
性
と
優
れ
た
創
造
性
を
培

い
、
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
成
長
し
て

い
く
こ
と
は
村
民
全
て
の
願
い
で
す
。

　

そ
こ
で
村
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
青

少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、「
高
山

村
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
」
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

ご
家
族
や
ご
友
人
を
お
誘
い
の
上
、

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

７
月
８
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

場　

所　

高
山
村
公
民
館
講
堂

内　

容　

講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

　

本
年
度
、「
高
山
村
海
の
家
」
を
開
設

し
ま
す
。

　

楽
し
い
夏
の
思
い
出
づ
く
り
、
海
水

浴
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

開
設
期
間

　

７
月
18
日
㈫
～
８
月
27
日
㈰

場　
　

所

　

谷
浜
海
水
浴
場
（
新
潟
県
上
越
市
）

Ｊ
Ｒ
谷
浜
駅
か
ら
３
０
０
ｍ
ほ
ど
直

江
津
寄
り

施 

設 

名

　

高
山
村
海
の
家
「
谷
浜
日
本
海
」

　

村
で
は
、本
年
度
か
ら
長
野
県
弁
護
士

会
と
協
定
を
締
結
し
、無
料
法
律
相
談
会

を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

離
婚
・
相
続
・
借
金
の
整
理
・
交
通

事
故
・
労
働
問
題
・
境
界
紛
争
な
ど
を

は
じ
め
、
身
近
な
法
律
問
題
で
お
困
り

の
方
は
、こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度
相
談
日
程

開
催
日
時

　

７
月
18
日
㈫

　

９
月
19
日
㈫

　

11
月
21
日
㈫

　

１
月
16
日
㈫

　

３
月
19
日
㈫

　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
　
（
30
分
×
４
枠
）

相
談
時
間

　

１
件
に
つ
き
30
分
以
内

　

事
前
予
約
制
で
す
。
相
談
日
の
１
か

月
前
か
ら
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

総
務
課
総
務
係
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

場　
　

所

　

役
場
１
階　

第
２
応
接
室

　

総
務
課
総
務
係

役

役役

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す

●お知らせ

技
術
貸
費
学
生

概　

要

　

自
衛
隊
の
装
備
品
を
ハ
イ
テ
ク
化
、

国
産
化
す
る
分
野
で
活
躍
す
る
人
材

を
養
成
す
る
た
め
、
選
考
に
よ
り
採

用
し
て
学
資
金
を
貸
与
し
、
そ
の
修

学
を
助
成
し
ま
す
。

（
卒
業
後
は
一
般
幹
部
候
補
生
と
し
て
、

自
衛
隊
で
採
用
さ
れ
ま
す
。）

資　

格

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
大
学（
理
学
部
も
し
く
は
工
学
部
）に

在
籍
し
、
第
３
年
次
24
歳
未
満
の
者

②
大
学（
理
学
部
も
し
く
は
工
学
部
）に

在
籍
し
、
第
４
年
次
25
歳
未
満
の
者

③
大
学
院
（
理
学
部
も
し
く
は
工
学
部
）

に
在
籍
し
、第
１
年
次
26
歳
未
満
の
者

④
大
学
院
（
理
学
部
も
し
く
は
工
学
部
）

に
在
籍
し
、第
２
年
次
27
歳
未
満
の
者

受　

付

　

６
月
１
日
㈭
～
11
月
10
日
㈮

　

締
切
日
必
着

試
験
日

　

12
月
３
日
㈰

　

詳
し
く
は
、
自
衛
官

募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

長
野
地
域
事
務
所

　

☎
２
３
５
︱
６
０
２
６

問

問問 　
　
　
　

８
月
26
日
㈯
～
27
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　

夜
間　

７
月
22
日
㈯
～
８
月
20
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
５
時
30
分
～
午
後
８
時

入
場
料

　

昼
間　

一
般
�����




５
０
０
円

　
　
　
　

３
歳
～
中
学
生
及
び
60
歳
以
上

　
　
　
　
　
　

�����




３
０
０
円

　

夜
間　

一
律
�����




３
０
０
円

※
消
防
団
員
の
方
は
無
料
で
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

　

須
高
行
政
事
務
組
合

　

☎
２
４
５
︱
１
１
７
３

　

サ
マ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
ー
プ
ン
中
の
み
）

　

☎
２
４
６
︱
０
１
５
５

　

申
し
込
み
手
続
き
方
法
等
は
、
後
日
、

情
報
無
線
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係
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昨
年
度
に
引
き
続
き
、
文
部
科

学
省
よ
り
委
託
を
受
け
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
人
権

教
育
（
啓
発
）
に
取
り
組
む
標

記
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

◇
人
権
教
育
の
必
要
性

　

人
権
と
は
、
人
間
が
人
間
と
し

て
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い

る
権
利
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
生
命
権
：
命
が
守
ら
れ
る

・
平
等
権
：
差
別
を
受
け
な
い

・
社
会
権
：
最
低
限
の
生
活
と

教
育
が
保
障
さ
れ
る

・
自
由
権
：
自
分
の
こ
と
は
自

分
で
決
め
ら
れ
る　

等

　

し
か
し
、
人
権
の
歴
史
は
浅
く

不
安
定
な
権
利
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
故
に
、
人
権
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
人
権
施
策
（
教
育
）
な

ど
の
取
組
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

◇
連
携
し
た
取
組
の
必
要
性

　

す
べ
て
の
人
の
人
権
が
守
ら

れ
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
高
山

村
（
地
域
社
会
）
を
築
く
た
め

に
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一

体
と
な
っ
た
取
組
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

人
権
教
育
総
合
推
進
地
域
事
業

を
通
し
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
人
権
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
や

学
習
の
仕
方
な
ど
を
確
立
し
た
い

と
計
画
し
て
い
ま
す
。

◇
本
年
度
取
り
組
む
課
題

　

昨
年
度
の
調
査
研
究
か
ら
導

き
出
さ
れ
た
本
年
度
の
課
題
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方

の
生
活
や
権
利
を
擁
護
す
る
た

め
の
制
度
と
し
て
、
日
常
生
活
自

律
支
援
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
判
断
能
力
が
な

い
、
あ
る
い
は
著
し
く
低
下
し
て

い
る
た
め
に
、
契
約
上
の
ト
ラ
ブ

ル
や
財
産
管
理
に
問
題
を
抱
え

て
い
る
場
合
、
ま
た
は
被
害
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
法
定

後
見
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
契
約
行
為
が

理
解
で
き
る
。あ
る
い
は
ご
本
人

の
意
思
が
確
認
で
き
る
判
断
能

力
を
備
え
て
お
ら
れ
る
方
の
た

め
の
「
日
常
生
活
自
律
支
援
事

業
」
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
援
助
の
内
容
】

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
制
度
や
内

容
に
関
す
る
情
報
提
供
、
専
門
家

の
紹
介
や
助
言
、
サ
ー
ビ
ス
申
し

込
み
の
手
続
き
の
代
行
や
契
約

手
続
き
な
ど
を
行
い
ま
す
。

②
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス

　

利
用
者
本
人
に
代
わ
っ
て
、
毎

日
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
お

金
の
出
し
入
れ
や
、
公
共
料
金
等

の
支
払
い
な
ど
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。

③
書
類
等
預
か
り
サ
ー
ビ
ス

　

預
金
通
帳
や
権
利
証
、
保
険
証

書
、
実
印
、
そ
の
他
大
切
な
書
類

高
山
村
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長
　
宮
本
　
孝
雄

本
年
度
も
人
権
教
育
総
合
推
進
地
域
事
業
を

本
年
度
も
人
権
教
育
総
合
推
進
地
域
事
業
を

推
進
し
ま
す

推
進
し
ま
す

日
常
生
活
自
律
支
援
事
業
に
つ
い
て

日
常
生
活
自
律
支
援
事
業
に
つ
い
て

①
子
ど
も
の
人
権

・
子
ど
も
が
ス
マ
ホ
に
触
れ
始

め
る
幼
児
期
へ
の
啓
発

・
ゲ
ー
ム
機
や
ス
マ
ホ
の
制
限

の
か
け
方
等
に
つ
い
て
解
説

し
た
手
引
書
の
作
成

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ

シ
ー
等
学
ん
だ
こ
と
が
日
常

化
で
き
る
サ
ポ
ー
ト

・
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
以
外
に
子
ど

も
が
楽
し
め
る
活
動
の
用
意

②
同
和
問
題

・
現
役
世
代
や
若
者
が
学
べ
る

機
会
の
確
保

・
学
び
を
継
続
す
る
た
め
の
実

践
事
例
集
の
作
成

・
当
事
者
か
ら
学
ぶ
機
会
の
確
保

・
村
全
体
で
人
権
課
題
に
取
り

組
め
る
組
織
の
あ
り
方

・
支
援
に
つ
な
が
る
相
談
体
制

の
あ
り
方

　

昨
年
度
残
さ
れ
た
課
題
に
つ

い
て
解
決
す
る
た
め
の
計
画
を

指
導
方
法
研
究
会
で
立
案
し
、
総

合
推
進
会
議
で
検
討
し
て
い
た

だ
き
、
よ
り
具
体
化
し
ま
す
。調

査
研
究
の
成
果
に
つ
き
ま
し
て

は
、年
度
末
に
報
告
し
ま
す
。

な
ど
を
、
安
全
な
場
所
で
お
預
か

り
し
ま
す
。

④
利
用
料
金

　

生
活
支
援
員
が
お
手
伝
い
す

る
と
き
に
は
、
利
用
料
と
交
通
費

が
か
か
り
ま
す
。

・
利
用
料 

一
時
間
あ
た
り
千
円

・
交
通
費 

一
㎞
あ
た
り
二
十
円

　

な
お
、
相
談
や
支
援
計
画
の
作

成
に
か
か
る
費
用
は
無
料
で
す
。

⑤
対
象
と
な
る
方

・
認
知
症
の
高
齢
者
、
知
的
障
が

い
者
、
精
神
障
が
い
者
な
ど
で
、

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
た

め
に
、
日
常
生
活
や
金
銭
管
理

な
ど
が
う
ま
く
で
き
な
い
方

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

⑥
相
談
の
具
体
的
な
事
例

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続

き
や
介
護
保
険
の
申
請
援
助

な
ど
を
し
て
ほ
し
い
。

・
独
り
暮
ら
し
の
生
活
や
将
来

の
生
活
に
不
安
が
あ
る
。

・
通
帳
や
印
鑑
の
保
管
に
不
安

が
あ
る
。

・
自
分
の
知
ら
な
い
う
ち
に
預
貯

金
が
引
き
出
さ
れ
た
り
、
勝
手

に
使
わ
れ
た
り
し
て
い
る
。

・
お
金
の
出
し
入
れ
な
ど
、
日
常

的
な
金
銭
管
理
に
不
安
が
あ
る
。

⑦
利
用
の
手
続
き
等

・
ご
相
談
の
受
付

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

・
打
ち
合
わ
せ

　
　

専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た

担
当
職
員
が
ご
自
宅
を
訪
問

し
て
、困
り
ご
と
を
伺
い
ま
す
。

・
支
援
計
画
の
提
案

　
　

困
り
ご
と
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
な
お
手
伝
い
が
必
要
か

一
緒
に
考
え
、
支
援
計
画
を
提

案
し
ま
す
。

・
利
用
希
望
者
の
意
向
を
確
認

し
、契
約
を
締
結
し
た
う
え
で
、

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

※
こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
詳
し

い
内
容
は
、
高
山
村
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
内
高
山
村
社

会
福
祉
協
議
会
事
務
局
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

☎
２
４
２
―
１
２
２
０

部落解放・人権政策確立要求須高地区大会の
ご案内

日　時　６月 21 日㈬　午後６時 30 分～８時 30 分
場　所　小布施町 小布施中学校体育館（鳳凰アリーナ）
内　容　講演
　　　　　演題　いま、部落問題は
　　　　　　　　～インターネット、差別禁止法の必要性にもふれて～
　　　　　講師　NPO 法人 人権センターながの

事務局長　高橋　典男 さん
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近
頃
、
家
の
周
り
の
リ
ン
ゴ
畑

が
昔
に
比
べ
て
だ
い
ぶ
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
先
日
、
お
祖

父
さ
ん
と
小
学
生
の
男
の
子
が
摘

花
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
み
、

高
山
村
の
農
業
は
ど
う
な
っ
て
し

ま
う
の
か
不
安
で
す
が
、
と
て
も

良
い
光
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。　
　
　
　
　

 （
宮
沢
孝
吉
）

　

今
年
度
の
編
集
委
員
は
、
村
松

和
佳
奈
、
清
水
創
、
宮
沢
孝
吉
と

事
務
局
の
荒
井
寛
巳
、
岡
田
哲
夫

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

文
献
を
読
ん
で
い
る
と
、
文
化

人
と
人
権
問
題
と
の
関
わ
り
が

書
か
れ
て
い
る
内
容
に
出
会
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
一
端
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

民
俗
学
者 

折
口
信
夫
が見た

も
の

　

折
口
信
夫
は
、
マ
レ
ビ
ト
や
常

世
な
ど
数
々
の
独
創
的
概
念
に

よ
っ
て
、
独
自
の
古
代
学
を
切
り

開
い
た
民
俗
学
者
で
す
。

　

大
正
12
年
９
月
１
日
、
後
に

「
関
東
大
震
災
」
と
呼
ば
れ
る
震

災
が
発
生
し
、
関
東
地
方
は
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
た
の
で
し
た
。

　

折
口
は
民
族
調
査
の
た
め
沖

縄
に
出
か
け
て
お
り
、
震
災
発
生

の
３
日
後
に
横
浜
に
上
陸
し
ま

し
た
が
、
東
京
谷
中
清
水
町
の
自

宅
ま
で
は
歩
い
て
帰
る
し
か
な

か
っ
た
の
で
し
た
。自
宅
ま
で
の

道
の
り
で
目
撃
し
た
大
震
災
後

の
状
況
と
人
権
侵
害
の
光
景
を

描
い
た
の
が
、「
砂
け
ぶ
り
」
と

い
う
詩
で
し
た
。

　

震
災
後
の
混
乱
と
不
安
の
中
で
、

「
朝
鮮
人
が
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を

持
っ
て
襲
来
す
る
」「
朝
鮮
人
が

婦
女
子
を
凌
辱
し
て
い
る
」「
あ

の
大
火
は
朝
鮮
人
の
放
火
の
せ
い

だ
」
と
の
流
言
飛
語
（
デ
マ
）
が

「
折
口
信
夫
と
人
権
問
題
」

人
権
ア
ラ
カ
ル
ト

広
が
り
、警
察
、軍
隊
、住
民
自
警

団
の
一
部
に
よ
る
朝
鮮
人
殺
傷
事

件
が
発
生
し
た
の
で
し
た
。こ
れ

ら
の
デ
マ
は
、
今
日
の
眼
で
冷
静

に
見
る
と
何
の
真
実
味
も
な
い
の

で
す
が
、
携
帯
す
る
武
器
な
ど
の

「
情
報
」
が
具
体
的
に
伝
え
ら
れ

て
し
ま
う
と
、
正
常
な
判
断
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

日
本
に
併
合
さ
れ
た
朝
鮮
の
人
々

は
、
表
向
き
に
は
平
等
が
装
わ
れ

て
い
て
も
、
厳
し
い
抑
圧
と
差
別

の
な
か
で
生
き
て
い
ま
し
た
。

　

折
口
は
、
歩
き
続
け
る
な
か
で
、

震
災
の
被
害
と
朝
鮮
の
民
へ
の

暴
力
を
見
つ
め
た
の
で
し
た
。

　
砂
け
ぶ
り
　
二

焼
け
原
に
　
芽
を
出
し
た

ご
ふ
つ
く
ば
り
の
力
芝
め
︱
。

　
だ
が
　
き
さ
ま
が
憎
め
な
い
。

　
た
つ
た
　
一
か
た
ま
り
の

　
青
々
し
た
草
だ
も
の

　両
国
の
上
で
、水
の
色
を
見
よ
う
。

せ
め
て
も
の
　
や
す
ら
ひ
に
︱
。

身
に
し
む
水
の
色
だ
。

　
死
骸
よ
。こ
の
間
、浮
き
出
さ

　
ず
に
居
れ

水
死
の
女
の
　
印
象

黒
く
ち
ぢ
か
ん
だ
　
藤
の
葉

よ
ご
れ
朽
つ
て
　
静
か
な
髪
の
毛

︱
あ
あ
　
そ
こ
に
も
　
こ
こ
に
も

横
浜
か
ら
あ
る
い
て
　
来
ま
し
た
。

疲
れ
き
つ
た
か
ら
だ
で
す
︱
。

そ
ん
な
に
　
お
ど
ろ
か
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

朝
鮮
人
に
な
つ
ち
ま
ひ
た
い
　

気
が
し
ま
す

深
川
だ
。

あ
あ
　
ま
つ
さ
を
な
空
だ
︱
。

野
菜
で
も
作
ら
う
。

こ
の
青
天
井
の
す
る
ど
さ
。

　
夜
に
な
っ
た
︱
。

ま
た
　
蝋
燭
と
流
言
の
夜
だ
。

　
ま
つ
く
ら
な
町
を
　
金
棒
ひ
い

　
て
　
夜
警
に
出
か
け
よ
う
か

井
戸
の
な
か
へ

毒
を
入
れ
て
ま
は
る
と
言
う
人
々
︱
。

わ
れ
わ
れ
を
叱
つ
て
下
さ
る

神
々
の
つ
か
は
し
め
　
だ
ろ
う

か
は
ゆ
い
子
ど
も
が
︱

　
大
道
で
　
し
ば
つ
て
居
た
つ
け
︱
。

　
あ
の
音
。

　
　
　
帰
順
民
の
む
く
ろ
の
︱
。

※
遂
に
た
ど
り
着
い
た
深
川
。

深
川
・
両
国
・
本
所
の
焼
死
者

は
３
万
８
０
０
０
人
に
上
っ
た
。

※
「
ま
つ
さ
を
な
空
」
＝
明
日
に 

生
き
よ
う
と
い
う
希
望
。

※
「
野
菜
で
も
作
ら
う
」
＝
震
災

後
を
生
き
よ
う
と
す
る
希
望
。

※
流
言
の
夜
、
金
棒
ひ
い
て
夜
警

に
出
か
け
よ
う
か
＝
悲
惨
な

光
景
を
見
て
き
た
は
ず
の
折

口
だ
っ
た
が
、
不
安
の
闇
が
夜

警
へ
と
誘
う
の
で
あ
る
。い
わ

ば
、
い
じ
め
の
悲
惨
さ
を
見
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
い
じ
め
る

側
へ
廻
る
連
鎖
の
怖
さ
。

※
井
戸
の
な
か
へ
朝
鮮
人
が
毒

を
入
れ
て
回
る
＝
こ
の
デ
マ
は
、

人
々
の
不
安
を
よ
り
あ
お
っ
た
。

※
帰
順
民
＝
日
本
に
帰
順
し
た

民
。併
合
さ
れ
た
朝
鮮
の
民
の

こ
と
。

※
抵
抗
を
し
な
い
民
を
か
わ
い
い

子
ど
も
が
縛
り
殴
る
地
獄
絵
。

命
を
も
つ
て
　
目
睹
し
た

一
瞬
の
芸
術

苦
痛
に
陶
酔
し
た

涅
槃
の
　
大
恐
怖

お
ん
身
ら
は
　
誰
を
こ
ろ
し
た
と

思
ふ
。

か
の
尊
い
　
御
名
に
お
い
て
︱
。

　
お
そ
ろ
し
い
呪
文
だ
。

　
万
歳
　
ば
ん
ざ
あ
い

我
ら
の
死
は
、

涅
槃
を
無
視
す
る
︱
。

　
擾
乱
の
　
歓
喜
と

　
飽
満
す
る
　
痛
苦
と

　
※
涅
槃
の
大
恐
怖
＝
神
も
仏
も

な
い
暗
黒
世
界
の
恐
怖
。

※
か
の
尊
い
御
名
に
お
い
て
＝
天

皇
の
名
に
お
い
て
、
天
皇
へ
の

帰
順
民
を
殺
傷
し
た
日
本
人
。

※
我
ら
の
死
は
、
涅
槃
を
無
視
す

る
＝
日
本
人
が
大
震
災
と
い
う

試
練
の
中
に
あ
っ
て
神
の
使
い

で
あ
る
朝
鮮
人
を
、
神
の
使
い

と
し
て
大
切
に
す
れ
ば
、
そ
れ

は
神
意
に
叶
う
も
の
で
あ
り
、

神
の
祝
福
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。け
れ
ど
も
、デ
マ
を
信
じ

て
殺
傷
し
て
し
ま
え
ば
、
神
よ

り
万
死
に
値
す
る
罰
が
下
る
。

差
別
す
る
心
と
恐
怖
で
行
っ
た

行
為
は
、
日
本
人
の
心
の
死
な

の
だ
と
、
折
口
は
詩
で
抗
議
・

告
発
し
た
の
で
し
た
。

（
上
野
誠
氏
の
解
説
に
よ
る
）

　

折
口
が
生
き
た
時
代
、
デ
マ
は

人
の
口
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
ま

し
た
が
、
現
代
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
っ
て
、
よ
り
速
く
よ
り
広

く
伝
え
ら
れ
ま
す
。正
し
い
知
識

と
判
断
力
を
備
え
な
い
と
誤
り

は
繰
り
返
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
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６月号６月号
前夜祭にて：両対局者を前に歓迎の言葉を述べる内山村長

前
夜
祭
　
30
日

　

高
山
村
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
チ
ャ
オ
ル
）
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
て
前

夜
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
人
ほ

ど
の
参
加
者
が
見
守
る
中
、
対
局
者
が

会
場
に
現
れ
、
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起

こ
り
ま
し
た
。
二
人
に
は
、
5
月
14
日

に
行
わ
れ
た
第
22
回
小
学
生
選
抜
将
棋

選
手
権
長
野
県
大
会
で
優
勝
し
た
高
木

雄
哉
さ
ん
（
緑
ヶ
丘
小
６
年
）
と
金
子

琢
磨
さ
ん
（
篠
ノ
井
東
小
３
年
）
よ
り

記
念
品
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

両
者
と
も
対
局
を
前
に
落
ち
着
い
た

表
情
で
、
そ
ろ
っ
て
全
力
を
尽
く
し
て
戦

い
た
い
と
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
会
　
31
日

　

チ
ャ
オ
ル
の
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
て
谷

川
浩
司
十
七
世
名
人
に
よ
る
講
演
会
が

注
目
注
目
のの
対
局
対
局
がが
高
山
村
で

高
山
村
で
!!!!

5
月
31
日
～
6
月
1
日
に〝
第
81
期
名
人
戦
七
番
勝
負
第
5
局
〟が
、
山
田
温
泉「
藤
井

荘
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
藤
井
聡
太
竜
王
が
3
勝
1
敗
で
迎
え
た
第
5
局
は
、

藤
井
聡
太
竜
王
が
史
上
最
年
少
名
人
と
史
上
2
人
目
と
な
る
七
冠
達
成
な
る
か
、
そ
れ

と
も
渡
辺
明
名
人
が
カ
ド
番
を
し
の
ぐ
か
日
本
中
が
注
目
し
た
大
一
番
と
な
り
ま
し
た
。

将
棋
界
で「
81
」は
、将
棋
盤
の
目
の
数
と
同
じ
で
縁
起
の
い
い
数
字
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
谷
川
名
人
は
、
こ

れ
ま
で
の
名
人
タ
イ
ト
ル
最
年
少
記
録

保
持
者
（
21
歳
２
か
月
）
で
す
。「
歴
史

と
伝
統
の
名
人
戦
と
、
藤
井
竜
王
の
活

躍
を
語
る
」
と
題
し
て
、
講
演
さ
れ
ま

し
た
。

対
局
　
31
日
～
1
日

　

い
よ
い
よ
決
戦
の
日
を
迎
え
、
舞
台

は
藤
井
荘
「
椿
の
間
」
先
手
渡
辺
名
人

の
「
７
六
歩
」
で
始
ま
り
ま
し
た
。
名

人
戦
は
、
数
あ
る
タ
イ
ト
ル
戦
の
中
で

も
長
丁
場
で
、
２
日
間
で
持
ち
時
間
が

９
時
間
あ
り
ま
す
。
序
盤
は
一
手
動
か

す
の
に
1
時
間
近
く
長
考
す
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
後
手
藤
井
竜
王
の
封
じ

手
「
９
五
歩
」
で
始
ま
り
ま
し
た
。
対

局
は
藤
井
荘
で
、
同
時
に
大
盤
解
説
会

が
チ
ャ
オ
ル
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
多
く
の

将
棋
フ
ァ
ン
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

大
盤
解
説
は
黒
沢
怜
生
六
段
、
聞
き

手
は
中
村
桃
子
女
流
二
段
で
す
。
藤
井

荘
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
静
か
な
戦
い

が
解
説
を
通
し
て
熱
い
戦
い
に
な
り
ま

し
た
。
終
盤
に
な
る
と
、
一
手
打
つ
た
び

に
場
内
に
ど
よ
め
き
や
歓
声
が
起
こ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
つ
い
に
そ
の
瞬
間
が
訪

れ
ま
し
た
。
94
手
藤
井
竜
王
が
「
８
七

銀
」
を
打
っ
た
と
こ
ろ
で
投
了
と
な
り
ま

し
た
。
会
場
で
は
新
名
人
誕
生
に
大
き

な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。
最
後
ま
で

目
の
離
せ
な
い
手
に
汗
握
る
２
日
間
の

攻
防
が
、
高
山
村
か
ら
全
国
に
向
か
っ

て
発
信
で
き
た
こ
と
は
す
ご
い
こ
と
で
す

ね
。
あ
わ
せ
て
高
山
村
の
魅
力
も
た
く

さ
ん
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

谷川十七世名人

94手「８七銀」で投了
藤井竜王直筆の色紙が抽選で一名に
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雨
ふ
っ
て
ば
っ
か
!!

ち
っ
と
も
外
で
遊

べ
な
く
て
つ
ま
ん

な
ぁ
ー
い

昔
か
ら
６
月
っ

て
結
婚
す
る
人

た
ち
が
多
い
ん

だ
っ
て

梅つ

ゆ雨
で
お
天
気

じ
と
じ
と
の
時

に
結
婚
し
た
く

な
る
な
ん
て

へ
ん
な
の
ー

な
ん
で
ー
？

ね
ぇ
タ
カ
ち
ゃ
ん

ジ
ュ
ー
ン
ブ
ラ
イ

ド
っ
て
知
っ
て
る
？

　

５
月
６
日
（
土
）、山
田
温
泉
キ
ッ

ズ
ス
キ
ー
パ
ー
ク
み
は
ら
や
ロ
ッ
ジ

に
お
い
て
〝
高
山
村
総
合
型
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
〟（
以
下
ク
ラ
ブ
）
の
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
で

は
、
年
間
通
じ
て
だ
れ
で
も
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
気
楽
に
ス
ポ
ー
ツ

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
様
々
な
事
業

を
企
画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。
役
員

の
改
選
に
よ
り
、
黒
岩
隆
三
会
長
、

阿
藤
晴
保
副
会
長
、
藤
沢
晴
夫
副

会
長
、
藤
澤
ま
ゆ
み
副
会
長
が
新

た
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
ア
ル
プ
ホ
ル

ン
ク
ラ
ブ
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
乗

馬
体
験
や
お
で
ん
交
流
会
が
催
さ

れ
、
参
加
者
た
ち
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

　

５
月
21
日
（
日
）、
高
井
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
37

回
高
山
卓
球
選
手
権
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
シ
ン
グ
ル

ス
と
ダ
ブ
ル
ス
の
個
人
戦
で
す
。
結

果
は
次
の
通
り
で
す
。

シ
ン
グ
ル
ス
の
部

【
小
中
男
子
】

　

優　

勝　

毛
利　

友
輔

　

準
優
勝　

佐
藤　

友
利

　

３　

位　

中
俣　

篤
人

　
　
　
　
　

戸
田　

陽
太

【
小
中
女
子
】

　

優　

勝　

黒
岩　

紗
葵

　

準
優
勝　

田
尻
あ
ず
美

　

３　

位　

高
橋　

美
空　

【
一般
男
子
】

　

優　

勝　

田
中　

正
彦

　

準
優
勝　

松
本　
　

暁

　

４
月
28
日
（
金
）
に
公
民
館
講

堂
に
お
い
て
、
高
山
村
体
育
協
会
理

事
・
評
議
員
合
同
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。会
議
で
は
、
令
和
４
年

度
の
活
動
報
告
・
決
算
報
告
、
な
ら

び
に
令
和
５
年
度
の
活
動
計
画
・

予
算
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
改
選
の
年
に
あ

轟会長より激励金を贈られる
高山村卓球クラブの星川さん（左）黒岩さん（右）

体
育
協
会

　
理
事
・
評
議
員

合
同
会
議

第
37
回 

高
山
卓
球
選
手
権
大
会

【
一般
女
子
】

　

優　

勝　

黒
岩　

優
子

　

準
優
勝　

山
本　

冴
江

　

３　

位　

星
川
み
い
子

【
ベ
テ
ラ
ン
男
子
】

　

優　

勝　

高
藤　

順
造

　

準
優
勝　

黒
岩　

久
幸

【
ベ
テ
ラ
ン
女
子
】

　

優　

勝　

西
堀　

節
子

　

準
優
勝　

室
伏　

峰
子

　

３　

位　

高
津
つ
や
子

　
　
　
　
　

中
澤
志
ま
子

ダ
ブ
ル
ス
の
部

【
男
　
子
】

　

優　

勝　

田
中
正
彦
・
松
本
暁

　

準
優
勝　

黒
岩
紗
葵
・
中
俣
篤
人

　

３　

位　

松
井
翔
琉
・
内
山
太
翔

【
女
　
子
】

　

優　

勝　

星
川
み
い
子
・
黒
岩
優
子

　

準
優
勝　

田
尻
あ
ず
美
・
高
橋
美
空

　

３　

位　

西
堀
心
春
・
黒
岩
真
優
羽

高
山
村

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ総会

た
り
、
加
盟
団
体
か
ら
推
薦
さ
れ

た
理
事
が
、
新
た
に
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
轟
三
己
夫
会
長
、

黒
岩
悟
副
会
長
の
再
任
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

現
在
、
体
育
協
会
に
は
10
の
団

体
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
様
々
な
制
限
の
中
、
計
画
し
て
い

た
事
業
を
中
止
す
る
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
度
は
、

多
く
の
事
業
が
本
格
的
に
実
施
で
き

る
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

以
前
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん

な
村
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
大
い
に

期
待
し
ま
す
。

〈
加
盟
団
体
〉

高
山
村
山
岳
会
、
高
山
村
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
、
高
山
村
体
協

野
球
ク
ラ
ブ
、
高
山
村
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
協
会
、
高
山
村
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会
、
高
山
村
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
、
高
山
村
卓
球
ク

ラ
ブ
、
高
山
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協

会
、
高
山
村
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協

会
、
高
山
村
太
極
拳
協
会

　
　

実
は
私
も
よ
く
わ

か
ん
な
い
の
よ
ね
ー

…
ボ
ク
は
少
し
だ
け

 

わ
か
る
気
が
す
る
な
ァ

雨
あ
が
り
は
虹
が

き
れ
い
だ
っ
た
り

す
る
か
ら
ね

ワ
タ
シ
も
ポ
ポ
ー

アルプホルンの演奏
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畔あ
ぜ
み
ち道
の
ひ
と
雨あ
め

ご
と
に
緑み
ど
り
ま
す	

宮
崎	

真
弓

残ざ
ん
ぎ
ょ
う
業
の
机つ
く
え
に
ひ
と
つ
柏
か
し
わ
も
ち餅	

藤
沢	

つ
よ
し

花は
な
び
え冷
も
な
ん
の
そ
の
な
り
我わ

が
道み
ち

を	

大
島	

宣
子

葉は
ざ
く
ら桜
の
風か
ぜ

や
仮か
み
ん眠
の
運う
ん
て
ん
し
ゅ

転
手	

栗
原	

ヒ
サ
エ

納な

や屋
涼す
ず

し
小こ
す
み隅
に
古ふ
る

き
温お
ん
ど
け
い

度
計	

久
保
田	

孝
子

賛さ
ん
び
か

美
歌
を
口く
ち

ず
さ
み
つ
つ
水み
ず
ぬ
す盗
む	

勝
山	

栄
泉

村
の
文
化
財
を
た
ず
ね
て

村
の
文
化
財
を
た
ず
ね
て

第15回

　

こ
の
石
器
は
、
昭
和
２
年
（
１

９
２
７
）
に
荒
井
原
遺
跡
に
含
ま

れ
る
高
井
小
学
校
の
講
堂
敷
地
で

発
見
さ
れ
た
、「
尖せ
ん
と
う
さ
く
き

頭
削
器
」
と
言

わ
れ
る
旧
石
器
で
、
縞し
ま

模
様
の
入
っ

　

５
月
22
日
（
月
）、
高
山
小
学

校
体
育
館
に
て
、
公
民
館
生
涯
学

習
講
座
「
栄
養
学
か
ら
体
づ
く
り

教
室
１　

か
ら
だ
を
つ
く
る
『
食
』

の
チ
カ
ラ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
の
髙
橋
和
子
先
生
は
日
本
ス

ポ
ー
ツ
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
栄
養

士
で
あ
り
、
か
つ
て
は
高
山
中
学
校

で
栄
養
教
諭
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

高
山
中
サ
ッ
カ
ー
部
副
顧
問
と
し

て
活
動
し
て
い
る
中
で
、
子
ど
も

た
ち
に
走
り
き
る
力
を
つ
け
て
あ
げ

た
い
と
感
じ
た
こ
と
が
ス
ポ
ー
ツ
栄

養
士
を
目
指
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た

そ
う
で
す
。

　

今
回
の
講
演
会
は
日
常
的
に
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
お
よ
び
指
導
者
を
対
象
と
し

て
お
り
、
成
長
期
に
必
要
な
食
事

に
加
え
、
体
力
作
り
を
目
的
と
し

た
日
々
の
栄
養
摂
取
、
ベ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
引
き
出
す
た
め
の

試
合
前
・
試
合
日
の
補
食
や
水
分

摂
取
に
つ
い
て
な
ど
、
す
ぐ
に
実
践

高
井
小
学
校
出
土
の
石
器

た
珪け
い
し
つ
け
つ
が
ん

質
頁
岩
で
作
ら
れ
た
も
の
で

す
。
珪
質
頁
岩
の
黒
色
の
も
の
は

現
在
で
も
碁ご
い
し石
に
使
わ
れ
る
堅
い
石

で
、
黒
曜
石
と
共
に
石
器
の
素
材

と
な
っ
て
い
ま
す
。
単
独
で
発
見
さ

れ
た
た
め
使
用
時
代
が
特
定
さ
れ

ず
、
縄
文
時
代
早
期
の
も
の
か
、
８

千
～
１
万
年
位
前
の
も
の
の
可
能

性
も
あ
る
よ
う
で
す
。
村
内
の
荒
井

原
、
紫
、
八
幡
添
（
堀
之
内
）、
福

井
原
の
４
遺
跡
よ
り
旧
石
器
が
７

点
ほ
ど
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
石
器
は
平
成
18
年
に
、
村
の

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現
在

高
山
村
歴
史
民
俗
資
料
館
に
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
高
山
村
に
は
古
い

時
代
か
ら
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

す
み
れ
会

す
み
れ
会    

五
月
五
月

栄
養
学
か
ら
体
づ
く
り
教
室
１

か
ら
だ
を
つ
く
る『
食
』の
チ
カ
ラ

７月の生涯学習講座７月の生涯学習講座
開　催　日 事　業　名

7月 1日～ 8月31日 読書チャレンジ
7月 4日（火）18日（火）ワン・ツー　エクササイズ教室
7月 8日（土） 第40回青少年健全育成推進大会
7月12日（水） シニア学級
7月15日（土） 切り絵教室
7月16日（日） 文化財にふれる教室
7月19日（水）26日（水）ハーバリウム教室
7月22日（土） 朝活ゆったり太極拳
7月22日（土） ホタル学習教室（環境整備）

「赤和の八木節」の二場面
原画：柳沢京子　切り絵：信州高山民話の里しゃくなげ

今月のギャラリー今月のギャラリー

で
き
る
多
く
の
方
法
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。ま
た
、
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

で
、
試
合
の
合
間
で
の
摂
取
に
適
し

た
70
グ
ラ
ム
の
お
に
ぎ
り
も
実
際

に
試
食
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
分
の
体
は
自
分
が
食
べ
た
物

か
ら
で
き
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
健

康
的
な
生
活
を
送
る
上
で
も
、
ス

ポ
ー
ツ
を
継
続
し
て
レ
ベ
ル
を
上
げ

て
い
く
た
め
に
も
、「
自
分
で
考
え

て
食
べ
る
力
」
を
つ
け
て
ほ
し
い
と

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
生

徒
は
６
月
に
大
き
な
大
会
を
控
え

て
お
り
、
毎
日
の
食
事
が
体
作
り

や
試
合
時
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
ど

の
よ
う
に
影
響
し
て
く
る
の
か
考

え
な
が
ら
、
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

9.8cm×３cm

生生 涯涯
青青 春春

講師の髙橋和子氏

おにぎりを試食する参加者
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99

　

今
年
は
も
う
少
し
朝
ド
ラ
「
ら

ん
ま
ん
」
に
の
っ
か
っ
て
み
よ
う

か
な
。「
ら
ん
ま
ん
」
の
第
一
週

に
登
場
し
た
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
。

ド
ラ
マ
の
モ
デ
ル
牧
野
富
太
郎
に

と
っ
て
も
、生
家
の
裏
山
に
咲
き
、

郷
里
を
思
う
特
別
な
花
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン

ミ
ツ
バ
オ
ウ
レ
ン 

～
故
郷
を
思
う
花
～

を
高
山
村
で
見
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
近
い
種
類
の
ミ
ツ
バ
オ

ウ
レ
ン
は
笠
岳
や
毛
無
峠
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
バ
イ
カ
オ
ウ

レ
ン
の
葉
は
五
枚
で
一
セ
ッ
ト
な

の
に
対
し
て
、
ミ
ツ
バ
オ
ウ
レ

ン
は
ク
ロ
ー
バ
ー
の
よ
う
に
三
つ

の
葉
。
小
さ
な
花
で
す
が
、
毛
無

峠
な
ど
で
は
か
な
り
群
生
し
て
い

て
、
と
っ
て
も
可
愛
い
で
す
。

　

ミ
ツ
バ
オ
ウ
レ
ン
は

亜
高
山
か
ら
高
山
に
生

え
る
高
山
植
物
。
高
山

村
で
も
県
境
付
近
の
高

い
山
に
生
え
ま
す
。
西

日
本
の
出
身
か
ら
見
る

と
、
山
岳
県
長
野
の
高

山
村
ら
し
い
花
の
一
つ
と
も
言
え

ま
す
。

　

６
月
に
な
れ
ば
、
県
境
付
近
の

道
も
冬
季
閉
鎖
が
解
除
に
な
り
、

毛
無
峠
は
車
で
行
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。ミ
ツ
バ
オ
ウ
レ
ン
の
ほ
か
、

イ
ワ
カ
ガ
ミ
や
ツ
マ
ト
リ
ソ
ウ
、

タ
カ
ネ
ザ
ク
ラ
、
ム
ラ
サ
キ
ヤ
シ

オ
ツ
ツ
ジ
な
ど
に
会
え
る
と
思
い

ま
す
。

　

高

山
村の自然

探
訪

荒井原

井浦 和子

　

６
月
と
い
え
ば
皆
さ
ん
何
を
連

想
し
ま
す
か
？
梅
雨
・
衣
替
え
・

紫
陽
花
・
ジ
ュ
ー
ン
ブ
ラ
イ
ド
・

父
の
日
・
カ
タ
ツ
ム
リ
等
、
色
々

と
連
想
す
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
ま
ず
梅
雨
を
連
想
し
ま

し
た
が
、
梅
雨
に
入
る
と
洗
濯
物

が
乾
か
な
く
、
毎
日
雨
降
り
で
気

分
が
沈
み
が
ち
に
な
り
ま
す
よ

ね
。ネ
ッ
ト
で
梅
雨
の
楽
し
み
方

を
検
索
し
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
楽

し
み
方
が
出
て
き
た
の
で
、
今
年

は
参
考
に
し
て
梅
雨
の
時
期
を
楽

し
み
た
い
で
す
。　  （
荒
川　

記
）

ミツバオウレン

大豆とひじきの炊き込みご飯大豆とひじきの炊き込みご飯

　気持ちよくスタートをきるためには、朝ごはんを食べるのが一番！
朝食を食べると、眠っていた脳やからだが目覚め、集中力がアップしま
す。朝食に是非摂りたい栄養素は、ご飯やパンなどの炭水化物と、卵、
肉、魚、豆腐などの良質のたんぱく質、さらにビタミン、ミネラルが豊富
な野菜です。
　今回は、良質のたんぱく質と食物繊維が摂れる栄養満点の炊き込み
ご飯を紹介します。栄養をしっかり摂って、ステキな１日をお過ごし
ください。　　　　　　　　　　 （チャオル　管理栄養士　斉藤美江）

《材料》（８人分） ① 炊飯器にといだ米と A を入れ、
目盛りに合わせて水を加え、だ
し用昆布を入れて 30 分おく。

② 水煮大豆は水気をきる。芽ひじきは水に
もどし、軽く洗って水気をきる。にんじ
んは千切り、油揚げは熱湯をかけて油抜
きする。

③ 米の上に、水煮大豆、ひじき、にんじん、
油揚げ、桜えびをのせる。

　 ※米と具はかき混ぜない。
④ ふたをして、炊飯器で炊く。
⑤ 炊き上がったら全体をさっくりと混ぜて器に盛り、三つ葉をのせる。

（１人分　293kcal  食塩相当量 0.6g）

米������������������� 3合
水������������������ 適宜
しょうゆ��������� 大さじ1
食塩���������� ひとつまみ
酒��������������� 大さじ2
だし用昆布����� 10cm×2

水煮大豆����������� 160g
芽ひじき（干）�������� 24g
にんじん������������ 60g
刻み油揚げ���������� 60g
桜えび�������������� 10g
三つ葉�������������� 適宜

本本と
と だも ち

A

世界は五反田から始まった
星野博美（ゲンロン）

祖父がはからずも 13 歳か
ら過ごすこととなった東京・
五反田。自分にとっての「世
界」はすべてそこから始まっ
たのではないか、そんな地
元愛あふれる想いで書かれ
た１冊。五反田界隈の名所、
町工場、そして戦争など、

五反田について多くの聞き取りや資料を元
に描かれる。大切な家族や先人、そして自
分たちが住む土地へも想いを馳せたい一冊。

ウクライナから来た少女
ズラータ、16歳の日記

ズラータ・イヴァシコワ（世界文化社）
「あなたはこれから一人で生
きていくの」…母は、必死
で工面した16万円を娘に持
たせ、戦争中の故郷から日
本へと行かせることに。少
女はその厳しい状況の中で
も「生きる」ということに
全力を尽くしていく。「今日

できることは、明日もできるとは限らない」。
等身大の言葉で語られる母国出国までの記
録。外国人から見た日本の印象も語られる。

「『想い』にふれる」テーマ

25 2023.6 .15 館報
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日 曜日 行事予定（会場 •時間等） 担　　　当 お問い合わせ

1 土

2 日

3 月

4 火

5 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 27 頁 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

6 木

7 金

8 土 青少年健全育成推進大会　☞ 19 頁 教育委員会生涯学習係 ☎ 214-9762

9 日

10 月

11 火

12 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 27 頁
寄ったい市場（9 時 30 分～ 11 時 30 分　保健福祉総合センター　ふれあいホール）

健康福祉課保健予防係
地域包括支援センター

☎ 242-1202
☎ 242-1203

13 木 保育園開放日（10 時～ 12 時　たかやま保育園）　☞ 27 頁 子育て支援センター ☎ 242-2660

14 金

15 土

16 日

17 月 （祝日　海の日）

18 火 1 歳 6 か月・2 歳・3 歳児健康診査（保健福祉総合センター）　☞ 27 頁 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

19 水
健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 27 頁
教育委員会定例会（10 時〜　公民館視聴覚室）
3 か月・7 か月・10 か月児健康診査（保健福祉総合センター）　☞ 27 頁

健康福祉課保健予防係
教育委員会子育て学校教育係
健康福祉課保健予防係

☎ 242-1202
☎ 214-9761
☎ 242-1202

20 木 行政相談（13 時 30 分～ 16 時　公民館会議室）
体育施設調整会議（18 時～　公民館会議室）

総務課総務係
教育委員会生涯学習係

☎ 214-9243
☎ 214-9762

21 金 子育てセミナー（10 時 45 分～ 12 時　子育て支援センター）　☞ 27 頁 子育て支援センター ☎ 242-2660

22 土

23 日

24 月

25 火

26 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 27 頁 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

27 木

28 金

29 土 第 37 回信州高山まつり　☞ 18 頁 産業振興課商工観光係 ☎ 214-9296

30 日

31 月 7 月分　税・料金等納期限・口座振替日　☞ 27 頁 住民税務課税務係 ☎ 214-9244

７ 月 の 行 事 カ レ ン ダ ー７ 月 の 行 事 カ レ ン ダ ー

●７月の予定
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広報たかやまを
スマートフォン等へ配信！

村政に関する情報を
配信中！

高山村公式
ホームページ

高山村公式
フェイスブック
いいね！、フォロー
お願いします！

●７月の予定

須高広域シルバー人材センター入会説明会　◆須高広域シルバー人材センター　☎ 246-2003
期　日 時　間 場　　　　　　所

7 月 19 日 ㈬ 午後 1 時 30 分
～午後 3 時 保健福祉総合センター内 須高広域シルバー人材センター高山事務所

健康相談　◆健康福祉課保健予防係　☎ 242-1202
期　日 会　場 開設時間 相談員 備　　　　　　考

7 月 5 日 ㈬
7 月 12 日 ㈬
7 月 19 日 ㈬
7 月 26 日 ㈬

保健福祉
総合センター

午前 9 時
～正午

保健師

栄養士

＊健康上の心配事・悩み事のある方、乳幼児の体重測定・
育児相談など健康管理全般について知りたい方はお出
かけください。

＊電話での相談も随時受け付けています。
＊在宅介護関係については、地域包括支援センター（☎

242-1203）にご相談ください。

子育て支援センター　◆子育て支援センター　☎ 242-2660
イベント名 期　日 時　　間 会　　場 内　　　容

保育園開放日 7 月 13 日 ㈭ 午前 10 時〜正午 たかやま保育園 保育園であそぼう

子育てセミナー 7 月 21 日 ㈮ 午前 10 時 45 分～正午 保健福祉総合センター
ふれあいホール

親子で体を動かそう
～リトミック体験～

※セミナーへの参加は事前に申し込みが必要です。子育て支援センターまでお問い合わせください。

７月の納税等の納期限・口座振替日　◆住民税務課税務係　☎ 214-9244
月 納期限・口座振替日 税　目　等 期　別 税　目　等 期　別

7 月分 7 月 31 日 ㈪

国民健康保険税 ２期分 学校給食費 ７月分
後期高齢者医療保険料 ２期分 下水道使用料 ２期分
介護保険料 ２期分 農業集落排水施設使用料 ２期分
保育料・児童クラブ利用料 ７月分

乳幼児健康診査　◆健康福祉課保健予防係　☎ 242-1202
対　　象　　児 期　日 会　場 受付時間 持　ち　物

3〜4か月児 令和 5 年
3 月 1 日 ～ 4 月 19 日生まれ

7 月 19 日 ㈬

保健福祉
総合センター

午後 1 時
〜 1 時 20 分

母子手帳
保護者の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票

7〜8か月児 令和 4 年
11 月 1 日 ～ 12 月 19 日生まれ

母子手帳
バスタオル
おたずね票

10 〜11か月児 令和 4 年
8 月 1 日 ～ 9 月 19 日生まれ

母子手帳
乳児の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票

1 歳 6 か月児 令和 3 年　　  令和 4 年
12 月 31 日 ～ 1 月 18 日生まれ

7 月 18 日 ㈫
母子手帳
幼児の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票

2 歳児 令和 3 年
5 月 1 日 ～ 7 月 18 日生まれ

3 歳児 令和 2 年
5 月 31 日 ～ 7 月 18 日生まれ
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村の人口
令和５年６月１日

現在の住民基本台帳人口
（前月との比較）
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たかやま保育園

◆健康福祉課保健予防係　◆健康福祉課保健予防係　☎☎ 242-1202242-1202

表
紙
の
紹
介

世帯数（＋ 4）   2,496 戸
人　口（＋ 2）   6,611 人
　男  　（＋ 3）   3,301 人
　女  　（− 1）   3,310 人

　春、シロツメクサやナ
ズナでいっぱいだった畑
を耕運機で耕してもらう
と、カチカチだった土は
ふわっふわに。土を触っ
た子どもたちからは思わ
ず「うわぁ～全然違う！」
「土のベッドだね」と声
があがりました。今年は
地域の方々の力もお借りして “ 一緒に楽しみ隊畑 ” とし
ての活動を予定しています。先日には、おじいちゃんお
ばあちゃんと一緒にナスやキュウリの苗を植えたり、オ
クラや枝豆の種を蒔いたりしました。「水はたっぷりね」
「ワラを敷いておくといいよ」など、畑づくりの知恵をた
くさん教えていただきました。
　畑名人の皆さま、園児たちと一緒にぜひ、畑作業をし
てみませんか？お待ちしています！

輝き！ムラビト図鑑
「夢は漫画家！少女が描く世界」

初回放送　６月12日㈪　９時～
　幼稚園の頃から漫画を描き続けている小学４年生・
梶田素可さん。漫画コンテストの小学生部門で優秀作
品賞を受賞する腕前です。
　繊細なタッチと豊かな想像力で描く彼女の世界観に
迫ります！

たかやまチャンネル（122ch）
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一緒に楽しみ隊畑、活動開始！

　保健予防係には５名の栄養士、１名の事務職
員がいます。妊娠中のお母さんの食事、子どもの
離乳食、糖尿病や高血圧など生活習慣病を予防
する食事のことなど、栄養士にご相談ください。

左上から 湯本日菜・宮島京子・中島末子・
　　　　 齊藤美江・浜岡一美・湯本光子

食事のことは食事のことは
栄養士栄養士にご相談くださいにご相談ください


